
楽しい思い出、また１つ！
ヴァンフォーレ甲府の山梨市サンクスデーには、市内の子どもたちも特別出演。ダンス
の披露や選手のエスコート、ボールボーイと大活躍！（５月21日・小瀬スポーツ公園）

7
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広報やまなし 2008.7-2広報やまなし 2008.7-3

標
高
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
地
に

「
乙
女
湖
」
誕
生
。

標
高
４
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
街
中
か
ら

山
道
に
沿
っ
て
30
分
ほ
ど
車
を
走
ら
せ
る
と
、

目
の
前
の
景
色
が
突
然
開
け
る
場
所
が
あ
る
。

牧
丘
町
柳
平
地
区
。

標
高
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
、

一
年
の
半
分
近
く
は
冬
で
あ
り
、

最
低
気
温
は
氷
点
下
20
度
を
下
回
る
極
寒
の
地
。

戦
後
間
も
な
く

農
地
と
し
て
開
墾
す
る
た
め
に
入
植
し
た

数
組
の
家
族
に
よ
っ
て
、
拓
か
れ
た
地
。

昭
和
の
時
代
は
、「
金
峰
牧
場
」
と
し
て

多
く
の
乳
牛
が
放
牧
さ
れ
、

金
峰
山
や
甲
武
信
ヶ
岳
な
ど
に
向
か
う

登
山
客
を
相
手
に
し
た
農
家
民
宿
も
栄
え
た
。

人
々
は
こ
の
地
を
「
日
本
の
ス
イ
ス
」
と
呼
ん
だ
。

奥
秩
父
の
山
々
に
降
る
雨
や
雪
は
、

母
な
る
大
地
の
恵
み
を
吸
収
し
、

や
が
て
一
筋
の
川
と
な
り
、
流
れ
出
す
。

ま
る
で
琴
の
音
の
よ
う
に
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
。

県
は
、
こ
の
地
か
ら
流
れ
出
す
「
琴
川
」
の
水
を

地
域
の
生
命
を
支
え
る
水
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、

ダ
ム
建
設
を
計
画
。

平
成
20
年
５
月
、
地
元
住
民
と
の
協
定
締
結
か
ら

12
年
の
歳
月
を
経
て
「
琴
川
ダ
ム
」
は
完
成
し
た
。

ダ
ム
は
、
か
つ
て
日
本
有
数
の
鉱
山
と
し
て
栄
え
た

「
乙
女
鉱
山
」
と
、
近
く
に
広
が
る
山
野
草
の
宝
庫

「
乙
女
高
原
」
の
名
を
と
っ
て
、

「
乙
女
湖
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

戦
後
、
入
植
者
が
「
血
と
涙
と
汗
」
を
流
し
て

切
り
拓
い
た
地
に
誕
生
し
た
「
乙
女
湖
」。

日
本
で
一
番
標
高
の
高
い
場
所
に
位
置
す
る

「
多
目
的
ダ
ム
」
は
、
県
内
で
は

唯
一
湖
面
利
用
の
で
き
る
ダ
ム
と
し
て
、

多
方
面
か
ら
そ
の
活
用
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

ダ
ム
湖
の
完
成
に
よ
り
、

こ
の
地
は
、
新
し
い
幕
開
け
を
迎
え
る
。

広報やまなし 2008.7-3 広報やまなし 2008.7-2
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琴
川
ダ
ム

多
目
的
ダ
ム
と
し
て
標
高
日
本
一
を
誇
る
ダ
ム
は
、

峡
東
地
域
の
生
命
を
支
え
る
大
切
な
水み
ず
が
め甕
。

湖面を走るボートの出発式で、運転手に合図を送
る笹　知

ち ふ み

布実さん（柳平在住・牧丘第一小５年）。

❶くす玉を割って、ダムの竣工を祝う関係者。❷ダム碑の除幕を行なう横内山梨県知事（中央）、中村山梨市長（右）
ら。❸横内県知事から土地の提供者代表として感謝状を受ける入倉重

しげのり

徳さん。❹湖畔で記念植樹を行なう山梨・笛
吹・甲州市の３市長。　いずれも 5月 26日のダム完成記念式典にて。

湖の西高台に作られた展望台から見下ろす景色。晴れた日には、遥か彼方に金峰山の五丈岩を望むことができる。

　

琴
川
ダ
ム
は
、
国
内
で
最
も
標
高
の
高
い
場

所
に
つ
く
ら
れ
た
「
多
目
的
ダ
ム
」
で
す
。

　

こ
の
ダ
ム
は
、

●
琴
川
・
笛
吹
川
流
域
を
水
害
か
ら
防
ぐ

●
琴
川
沿
線
の
既
得
用
水
の
安
定
化
や
河
川
環

　

境
の
保
全
な
ど
の
た
め
の
流
量
を
確
保
す
る

●
峡
東
地
域
へ
の
新
規
水
道
用
水
の
供
給

●
発
電

と
い
う
４
つ
の
目
的
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
51
年
度
に
予
備
調
査
を
開
始
。
昭
和
60

年
に
国
の
河
川
総
合
開
発
事
業
に
採
択
さ
れ
、

平
成
13
年
か
ら
本
体
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

工
事
に
は
、
約
７
年
の
歳
月
を
要
し
、
平
成

20
年
３
月
に
全
工
程
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

５
月
26
日
、
ダ
ム
湖
畔
の
管
理
事
務
所
前
で

行
な
わ
れ
た
完
成
記
念
式
典
に
は
、
横
内
正
明

山
梨
県
知
事
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
が
集
ま

り
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
「
琴
川
ダ
ム
」
は
、
県
内
で
は
５
番
目
に
大

き
く
、
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
は
、
県
内
で
６
つ

目
の
ダ
ム
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
道
用
水
は
、
日
量
２
万
㎥
の
取
水
を
可
能

と
し
、
峡
東
地
域
広
域
水
道
企
業
団
（
牧
丘
町

杣
口
）
か
ら
山
梨
・
笛
吹
・
甲
州
の
３
市
に
供

給
し
て
い
ま
す
。

　

電
力
は
、琴
川
第
三
発
電
所
（
牧
丘
町
杣
口
）

に
お
い
て
最
大
出
力
１
，
１
０
０
kW
の
発
電
を

可
能
と
し
、
東
京
電
力
に
売
電
後
、
峡
東
・
県

東
部
地
域
に
送
電
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
で
は
唯
一
湖
面
利
用
が
許
可
さ

れ
た
ダ
ム
と
し
て
、
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
、

多
方
面
か
ら
期
待
や
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

❖琴川ダム
位　置…………… 山梨市牧丘町北原地内
型　式………… 重力式コンクリートダム
堤　高……………………………… 64.0 ｍ
堤頂長…………………………… 262.0 ｍ
堤体積………………………… 207,000㎥
非越流部標高……………… 標高 1,464 ｍ
集水面積………………………… 10.00㎢
湛水面積…………………………… 0.30㎢
総貯水容量………………… 5,150,000㎥
有効貯水容量……………… 4,750,000㎥
平常時最高貯水位……… 標高 1453.5 ｍ
洪水時最高貯水位……… 標高 1460.0 ｍ
設計最高水位…………… 標高 1462.0 ｍ

ダムの上流側にある湖岸広場には、中村市長の筆による「乙女湖」の文字が書かれた石碑を設置。
左から除幕式に臨む望月県議会議員、中村市長、横内県知事、竹越県議会議員。

標
高
１
４
０
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
に
か
け
て
作
ら
れ
た
「
琴
川
ダ
ム
」。

多
目
的
ダ
ム
と
し
て
は
国
内
最
高
の
地
に
位
置
し
、
溜
め
ら
れ
た
水
は
水
道
用
水
や
水
力
発
電
な
ど
に
使
わ
れ
る
。

❶

❹

❷

❸
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乙
女
湖

合
言
葉
は
「
乙
女
湖
へ
行
こ
う
！
」

観
光
拠
点
と
し
て
の
期
待
高
ま
る

地
域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
「
乙
女
湖
」。

市
観
光
協
会
が

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

澄
み
切
っ
た
空
気
の
中
に
、
爽
や
か
な
音
色

が
響
き
渡
り
ま
す
。
６
月
１
日
、
完
成
し
た
ば

か
り
の
乙
女
湖
畔
で
、
山
梨
市
観
光
協
会
が
主

催
す
る
「
乙
女
湖
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
続
い
て
の
催
し
は
、
市
民
吹
奏
楽

団
に
よ
る
演
奏
会
。「
だ
れ
も
が
親
し
み
や
す

い
曲
を
」
と
「
涙
そ
う
そ
う
」「
千
の
風
に
な
っ

て
」「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
な
ど
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、「
大
自
然
の
中
で
演

奏
す
る
の
は
と
っ
て
も
気
持
ち
い
い
で
す
。
た

だ
、
標
高
が
高
い
の
で
空
気
が
薄
い
ん
で
す
よ

ね
。
吹
き
物
は
結
構
大
変
で
す
…
…
」
と
言
い

な
が
ら
も
、
２
回
に
わ
た
り
す
ば
ら
し
い
演
奏

を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

湖
岸
広
場
で
は
、
地
元
柳
平
地
区
の
人
々
と

観
光
協
会
、
市
職
員
ら
が
屋
台
で
採
れ
た
て
の

山
菜
を
天
ぷ
ら
に
し
た
も
の
や
う
ど
ん
な
ど
を

販
売
。
大
弛
峠
に
通
じ
る
季
節
道
路
、「
林
道

川
上
牧
丘
線
」
が
こ
の
日
か
ら
通
行
開
始
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
峠
に
向
か
う
人
た
ち
が
ひ

と
休
み
し
て
い
く
姿
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
キ
ッ

ト
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

乙
女
湖
は
、
湖
畔
に
沿
っ
て
約
２
キ
ロ
の
遊

歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
湖
面
を
眺
め
る
だ

け
で
な
く
森
林
浴
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。「
遊
歩
道
を
歩
き
な
が
ら
鳥
の
声
を
楽

し
も
う
」
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
ガ
イ
ド
の

皆
さ
ん
が
企
画
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
中
高
年
齢
層
の
人
た
ち
ま
で
幅
広

い
世
代
に
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

　

市
内
下
石
森
に
お
住
ま
い
の
林
洋
二
さ
ん
、

葊
子
さ
ん
ご
夫
妻
は
「
回
覧
板
で
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
知
り
ま
し
た
。
と
て
も
気
持
ち
の
よ
い
場

所
で
す
ね
」
と
、
の
ん
び
り
と
遊
歩
道
で
の
散

策
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
然
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
ダ
ム

の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
施
設
見
学
会

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
多
く
の
人
が

参
加
し
、
ダ
ム
が
で
き
る
ま
で
の
よ
う
す
を
収

録
し
た
ビ
デ
オ
の
鑑
賞
や
、
ダ
ム
事
務
所
の
職

員
の
案
内
で
、
普
段
で
は
入
る
こ
と
の
で
き
な

い
ダ
ム
の
内
部
な
ど
を
見
て
歩
き
ま
し
た
。

　

乙
女
湖
は
、
金
峰
山
や
国
師
ケ
岳
な
ど
奥
秩

父
に
登
山
に
向
か
う
人
の
多
く
が
通
る
場
所
に

位
置
し
、
周
囲
に
は
県
が
指
定
し
た
「
乙
女
高

原
の
森
」
が
広
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ダ
ム
湖
は
、
県
内
で
唯
一
湖
面

利
用
の
で
き
る
ダ
ム
と
し
て
多
方
面
か
ら
そ
の

活
用
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
元
住
民
や
観
光
協
会
な
ど
と
協

議
を
し
な
が
ら
、
こ
の
湖
を
山
岳
観
光
の
新
た

な
拠
点
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
方
法
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

観
光
課
観
光
施
設
担
当
（
三
富
庁
舎
内
）

☎
�
２
１
２
１
（
内
線
３
２
２
～
３
２
３
）　

県
内
で
唯
一
の
湖
面
利
用
が
認
め
ら
れ
た
ダ
ム
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
と
し
て
誕
生
し
た
。

奥
秩
父
の
観
光
拠
点
と
し
て
、
多
方
面
か
ら
そ
の
活
用
方
法
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

ダム事務所職員が施設を案内。

「雄大な自然をバックに聴く生演奏は格別」と思わせてくれた市民吹奏楽団による湖畔の
音楽会。多くの人が立ち寄っては、その爽やかな音色に耳を傾けていた。

できたてアツアツのうどんは大好評（上）。５月 26 日の完
成記念式典で勇壮な演奏を披露した「紅富士太鼓」の皆さん。

（上から）「千葉から塩山駅まで電車で。そこから自転車で来
ました」と語る若者たち。これから大弛峠まで向かうとのこ
と。「うどんがうまいー！」と大喜びでした。／湖畔の遊歩
道を散策する林さんご夫妻（下石森在住）。たまにはこんな
のんびりした時間もいいですよね。／湖畔沿いにはこんな案
内板が各地に立てられ、現在地がよくわかります。
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・クリプトスポリジウムに関わる対策

・塩素消毒の徹底

・一時的な水質悪化への対応

・老朽施設の更新
・適正な配水圧の確保に向けた整備
・施設・管路の耐震化
・緊急遮断弁・緊急貯水槽の設置
・石綿セメント管の更新
・簡易水道統合へ関わる整備
・広瀬ダム受水に関わる整備

・料金の見直し

・組合管理の簡易水道との協力体制強化

・台帳整備

・杣口浄水場における浄水汚泥の処理

①安心

②安定

③持続

④環境

安心・快適な
水道水の供給

安定的な
生活用水の確保

運営基盤の強化

環境にやさしい
水道

安
心
・
安
定
な
水
を
供
給
し
、
市
民
が
信
頼
し
続
け
る
水
道

３市町村合併に
伴う水道事業の

向上

将来の水需要

利用者の意識

現状の分析・評価

基　本　計　画目　　標将　来　像

山 梨 市 水 道 ビ ジ ョ ン 体 系 図

山
梨
市
水
道
事
業
の
将
来
像

　

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

次
の
共
通
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

 

「
安
心
・
安
定
な
水
を
供
給
し

                

市
民
が
信
頼
し
続
け
る
水
道
」

　

こ
の
共
通
目
標
を
基
に
、「
安
心
」「
安
定
」

「
持
続
」
な
ど
を
主
要
施
策
課
題
と
位
置
づ

け
、
今
後
の
水
道
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

■
水
道
事
業
の
課
題
点
と
対
策

○
水
道
施
設
の
一
部
が
老
朽
化
し
て
い
る

　

配
水
池
、
ポ
ン
プ
、
導
水
管
な
ど
の
老
朽
施

設
に
つ
い
て
は
、
優
先
順
位
の
高
い
施
設
か
ら

随
時
更
新
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
石
綿
セ
メ

ン
ト
管
は
、安
定
し
た
水
を
供
給
す
る
た
め
に
、

布
設
替
え
し
、
業
務
評
価
の
目
標
値
を
達
成
し

て
い
き
ま
す
。

○
一
部
の
区
域
で
配
水
圧
が
適
正
基
準
を
満
た

　
し
て
い
な
い

　

適
正
な
配
水
圧
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
、
配

水
ブ
ロ
ッ
ク
の
再
検
討
を
行
な
い
、
減
圧
施
設

や
高
圧
耐
性
管
路
の
布
設
を
行
な
う
な
ど
、
整

備
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

○
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
※
汚
染
の
恐
れ
が

　
あ
る

　

通
常
の
水
質
検
査
の
他
に
、
重
点
的
な
管
理

を
要
す
る
水
源
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
な
水
質

検
査
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
水
源
施
設
や
配
水

池
の
衛
生
管
理
を
徹
底
し
、
生
物
に
よ
る
汚
染

発
生
の
要
因
が
な
い
か
監
視
を
し
ま
す
。

○
安
定
し
た
取
水
量
が
確
保
で
き
な
い
区
域
が

　
あ
る

　

安
定
し
た
水
を
供
給
す
る
た
め
に
、
水
源
水

量
を
調
査
し
、
水
量
が
安
定
し
た
水
源
か
ら
取

水
し
ま
す
。

○
水
質
・
水
量
が
不
安
定
な
地
域
が
あ
る

　

水
質
・
水
量
の
不
安
定
さ
を
解
消
さ
せ
る
た

め
に
、
山
梨
地
域
と
牧
丘
地
域
に
お
い
て
一
部

の
簡
易
水
道
を
統
合
し
、
安
定
供
給
の
向
上
を

図
り
ま
す
。
用
水
は
、
峡
東
地
域
広
域
水
道
企

業
団
か
ら
供
給
受
け
ま
す
。

○
組
合
管
理
に
よ
る
簡
易
水
道
は
、
管
理
要
員

　
の
高
齢
化
に
伴
い
、
維
持
管
理
が
困
難
な
状

　
況
で
あ
る

　

組
合
管
理
の
簡
易
水
道
と
定
例
会
や
意
見
交

換
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
簡
易
水
道
管
理
者

と
の
情
報
交
換
や
技
術
協
力
を
行
な
っ
て
い
き

ま
す
。

■
水
道
シ
ス
テ
ム
の
体
系

　

水
道
事
業
の
課
題
を
解
消
し
、
業
務
指
標
の

目
標
値
を
達
成
す
る
た
め
に
、
体
系
図
に
示
す

基
本
計
画
を
実
現
し
ま
す
。
施
策
を
実
現
す
る

こ
と
で
、
水
道
事
業
の
将
来
像
「
安
心
・
安
定

な
水
を
供
給
し
市
民
が
信
頼
し
続
け
る
水
道
」

を
目
指
し
た
水
道
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
ま

す
。

◆
「
山
梨
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

水
道
課　

工
務
担
当

　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
４
６
５
）

市では、経営基盤の確固たる水
道システムを目指し、水道の理
念である安全でおいしい水を安
定的に供給する基本体制を構築
するために、「山梨市水道ビジョ
ン」を策定しました。

山
梨
市
水
道
事
業
の
業
務
評
価

　

水
道
事
業
経
営
の
客
観
性
や
透
明
性
を
図

り
、
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目

指
す
た
め
に
、
業
務
指
標
（
PI
値
）
の
将
来

値
を
設
定
し
、
将
来
像
と
目
標
を
よ
り
具
体

的
に
示
し
ま
し
た
。

◇
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
？

水
道
事
業
の
現
状
を
分
析
・
評
価
し
、
水
道

の
あ
る
べ
き
将
来
像
を
設
定
し
、
よ
り
良
い

水
道
を
目
指
す
た
め
に
、
具
体
的
な
施
策
を

示
し
た
水
道
の
基
本
計
画
の
こ
と
で
す
。

◇
業
務
指
標
（
PI
値
）
と
は
？

水
道
サ
ー
ビ
ス
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
す

る
た
め
、
水
道
事
業
を
指
標
で
定
量
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
目
標
の
達
成
度
を
示
し
た
も

の
で
す
。
こ
の
業
務
指
標
に
よ
り
、
水
道
事

業
に
関
す
る
情
報
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く

提
供
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

～将来像～
「安心・安定な水を供給し、市民が信頼し続ける水道」

安 心

安 定

持 続

環 境

◆安心・快適な水道水の供給

◆安定的な生活用水の確保

◆環境にやさしい水道

◆運営基盤の強化

山梨市
全体

項目 平成18年度 平成28年度
直接飲用率 61.6％ 70.0％
満足度（オリジナル） 61.7％ 66.0％

上水道

項目 平成18年度 平成28年度
経年化管路率 8.8％ 2.2％
有収率※ 73.5％ 78.8％
石綿管残存率 6.4％ 0.0％

簡易水道
項目 平成18年度 平成28年度

経年化管路率 4.8％ 3.3％
有収率※ 77.2％ 82.5％

水道事業の業務指標（現況と目標）＊抜粋

　　
　　　～安

心・安定な水を供給し市民が信頼し続ける水道～

山梨市水道ビジョン

※クリストスポリジウム：牛や人の腸に感染する寄生虫。塩素消毒に抵抗性があるが、煮沸すると死滅する。
	 感染すると激しい下痢を起こす。

※有収率：年間の料金徴収の対象となった水量の年間排水量に対する割合
　　　　　（漏水などで無駄にならなかった水量の割合）



広報やまなし2008.7-10広報やまなし 2008.7-11

「平成の名水百選」に
西沢渓谷が選ばれました

～平成の名水百選とは？～
　環境問題が主要議題の一つとして開催さ

れる北海道洞爺湖サミットにちなみ、水環

境保全の一層の推進を図ることを目的に、

環境省が昭和 60年に選定した「名水百選」

に加え、新たな名水として選定したもの。

　選定基準は、水質・水量や周辺環境の状

況、親水性・近づきやすさ、水利用の状況、

保全活動など。

　

西
沢
渓
谷
は
、笛
吹
川
の
源
流
部
、

広
瀬
湖（
広
瀬
ダ
ム
）の
上
流
に
あ
る

渓
谷
で
、本
市
の
北
部
に
位
置
し
、秩

父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園
の
一
部
を
構

成
し
て
い
ま
す
。

　

西
沢
渓
谷
は
、国
師
ヶ
岳
・
奥
千
丈

岳
方
面
を
水
源
と
し
、笛
吹
川（
富

士
川
）の
源
流
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

急
な
傾
斜
の
地
形
を
流
れ
る
水

は
、清
ら
か
で
量
も
多
く
、古
来
か
ら

住
民
の
飲
料
水
や
農
業
用
水
と
し
て

人
々
の
生
活
や
生
産
活
動
を
支
え
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、西
沢
渓
谷
周
辺
は
明
治
以

降
、そ
の
優
れ
た
渓
谷
美
を
求
め
て

多
く
の
登
山
家
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

登
山
家
で
あ
り
英
文
学
者
で
も
あ

る
田た
な
べ部
重じ
ゅ
う
じ治
の
紀
行
文「
笛
吹
川
を

溯さ
か
の
ぼる
」が
当
時
の
教
科
書
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、こ
の
地
域
は

全
国
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

現
在
、西
沢
渓
谷
周
辺
は
、「
水
源

の
森
百
選
」「
日
本
の
滝
百
選
」な
ど

に
選
ば
れ
て
い
る
と
と
も
に
、平
成
19

年
３
月
に
は「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」

と
し
て
認
定
さ
れ
る
な
ど
、そ
の
豊
か

な
自
然
環
境
は
全
国
的
に
も
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、市
民
生

活
と
最
も
関
係
が
深
く
、先
人
た
ち

の
努
力
で
今
日
ま
で
守
ら
れ
て
き
た

渓
谷
の
水
の
活
用
を
一
層
図
る
た
め
、

市
で
は
環
境
省
が
主
催
す
る「
平
成

の
名
水
百
選
」に
応
募
し
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
10
か
所
の
応
募
が
あ

り
、そ
の
う
ち
西
沢
渓
谷
や
甲
府
市

の
昇
仙
峡
な
ど
４
か
所
が
県
か
ら
環

境
省
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。選
考
の

結
果
、推
薦
の
あ
っ
た
全
国
１
６
２
か

所
の
中
か
ら「
平
成
の
名
水
百
選
」が

選
定
さ
れ
、西
沢
渓
谷
も
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

市
で
は
、今
回
の
選
定
を
機
に
、環

境
保
全
活
動
の
さ
ら
な
る
啓
発
を
図

る
と
と
も
に
、名
水
を
核
と
し
た
地

域
お
こ
し
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、清
ら
か
な
水
と

森
林
に
囲
ま
れ
た
西
沢
渓
谷
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

環
境
課
生
活
環
境
担
当

　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
７
２
）

★選定のポイントの一つは「水質」

今回の「平成の名水百選」の選定のポイン

トの一つが「水質」です。市では、応募に

あたり、西沢渓谷および広瀬湖で水質調査

を行ない、清らかな水であることを確認し

ました。

　

地
球
温
暖
化
の
進
行
や
化
石
燃

料
の
枯
渇
が
世
界
的
な
問
題
と
な
る

中
、そ
の
対
策
が
国
や
都
道
府
県
レ

ベ
ル
の
み
な
ら
ず
、市
町
村
レ
ベ
ル
で

も
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
梨
市
で
は
、地
域
の
特
性
を
生

か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り

組
む
た
め「
山
梨
市
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」の
策
定（
平
成
17
年

度
）「
山
梨
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
」の
公
表
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

室
」の
設
置
、「
山
梨
市
次
世
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
パ
ー
ク
構
想
」の
策
定（
平
成

18
年
度
）を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
構
想
を
も
と
に
、今
年

度
、「
山
梨
市
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

パ
ー
ク
計
画
」を
策
定
、経
済
産
業
省

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
応
募
し
た
と

こ
ろ
、大
規
模
風
力
発
電
施
設
や
、原

子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
を
抱
え
る
青

森
県
六
ヶ
所
村
、四
国
最
大
規
模
の

電
力
供
給
施
設
を
持
つ
徳
島
県
阿
南

市
な
ど
と
と
も
に
、認
定
を
受
け
ま

し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、市
内
全
域
を
計

画
対
象
地
域
と
し
、本
市
特
有
の
森

林
や
果
樹
せ
ん
定
枝
な
ど
の
各
種
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
の
活
用
施
設
の
建
設
、

小
水
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
、風
力

発
電
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積

極
活
用
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
製
造
プ
ラ
ン
ト
の
導
入
や
、民

間
事
業
者
に
よ
る
ペ
レ
ッ
ト
製
造
プ

ラ
ン
ト
の
導
入
、新
庁
舎
へ
の
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
設
置
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
認
定
を
契
機
に
、市
で
は

更
な
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
積
極

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

環
境
課　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室

　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
７
４
）

～次世代エネルギーパークとは～
　新エネルギーをはじめとした次世代エネルギーについ

て、実際に国民が見て触れる機会を増やすことを通じて、

地球環境と調和した将来のエネルギーのあり方について

国民の理解を図るため、経済産業省資源エネルギー庁が

地方自治体などを対象に、次世代エネルギー設備や体験

施設などを整備した「次世代エネルギーパーク」として

ふさわしい計画を公募・公表することにより、その整備

の更なる推進を図るもの。

　地方自治体が主体的に取り組んでいること、地域の特

色を生かした創意工夫がみられること、複数種類の新エ

ネルギー設備が含まれていることなどが要件で、平成 19

年度より公募が始まり、平成19年度は６件、平成20年

度には７件が認定された。

～山梨市次世代エネルギーパークの特徴～
　①多彩なバイオマス資源と自然エネルギーの有効活用

　②地域資源の地産地消による資源循環型、持続型社会

　　モデルの構築

　③市民・事業者の各層の参加・協働による取り組みを

　　核とした交流・情報発信の展開

計画される事業（民間事業者による取り組み含む）
　●バイオディーゼル燃料製造プラント

　●小水力発電・太陽光発電の導入

　●ペレット製造プラントなどの導入

　●市内施設へのペレットボイラーの設置

　●センターハウスの建設とセンターハウスを

　　活用した住民の情報提供と交流の促進

進んでいます！廃食油の回収
　市では、今年１月から市内全域において、廃食油（使

い終わった食用油・賞味期限切れの食用油）の回収を行

なっています。回収した廃食油は業者によって精製され

（バイオディーゼル燃料）、市の公用車の燃料として使わ

れています。

　４月、５月に回収した廃食油の量は約 2,270 リットル

（地域＋小中学校）。回収した廃食油から、約 2,040 リッ

トル（回収量の約 90％）のバイオディーゼル燃料が精製

されます。

　廃食油の回収とバイオディーゼル燃料の使用が進めば、

ごみの減量や水質汚染の抑制が図られます。また、軽油

と比べ、排気ガスに含まれる有害物質が少ないため、大

気汚染の防止にもつながります。と同時に、限りある化

石燃料の使用量の削減、地球温暖化の抑制など、さまざ

まな環境問題の解決策のひとつとして、大きな効果が期

待できます。今年度、市ではバイオディーゼル燃料を精

製するプラントの導入を予定しています。市民の皆さん

からの一層のご協力をお願いします。

エネルギーの地域拠点として……

次世代エネルギーパークに認定！
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ふるさと山梨市応援ページ
◆
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は
？

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、「
ふ
る
さ
と
」

に
対
し
貢
献
や
応
援
を
し
た
い
と
い
う
人
の

思
い
を
実
現
す
る
目
的
で
、
地
方
公
共
団
体

に
対
す
る
寄
附
金
制
度
を
見
直
し
、
寄
附
金

の
一
部
を
所
得
税
と
個
人
住
民
税
を
合
わ
せ

て
控
除
す
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
寄
附
先
は
出
身
地
に
限
ら
ず
、
全

都
道
府
県
・
市
町
村
か
ら
自
由
に
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。「
故
郷
へ
の
恩
返
し
」
と
い

う
面
と
、「
好
き
な
地
域
を
応
援
す
る
」
と

い
う
側
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
市
民
制
度
と
は
？

　

ふ
る
さ
と
市
民
制
度
は
、
山
梨
市
に
愛
着

と
興
味
、
関
心
を
抱
い
て
い
る
人
た
ち
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
山
梨
市
に
対
す
る
応

援
、
貢
献
、
協
力
、
参
加
、
宣
伝
な
ど
を
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
も
の
で

す
。

　
「
ふ
る
さ
と
市
民
」
に
は
、
市
外
在
住
で

山
梨
市
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
人
で
あ
れ

ば
、
年
齢
、
性
別
、
国
籍
な
ど
を
問
わ
ず
、

誰
で
も
登
録
が
可
能
で
す
。

　

登
録
し
て
い
た
だ
い
た「
ふ
る
さ
と
市
民
」

に
は
、
山
梨
市
の
旬
の
情
報
を
提
供
す
る
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
を
用
意
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆
皆
さ
ん
の
親
戚
や
友
人
な
ど
身
近
な
人
に

　
も
、
こ
の
制
度
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、山
梨
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
ふ

　

る
さ
と
応
援
サ
イ
ト
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

～「ふるさと納税制度」と「ふるさと市民制度」について～

ふるさと 山梨市
＊山梨市（旧山梨市、旧牧丘町、旧三富村）で生まれ育った人

＊かつて山梨市に住んでいた人

＊山梨市の魅力に触れたことのある人

＊山梨市に関心を抱き訪れようとしている人

＊心のふるさとを探している人 

など、山梨市に縁のある人や愛着を持っている皆さんと一緒に

「ふるさと山梨市」をつくっていきます。

「ふるさと山梨市」は、皆さんの宝です。

ふるさとを守り、より美しく輝く心の拠りどころとするために

は、皆さんの応援が必要です。

全国の多くの皆さんからの応援をお待ちしています。

【ふるさと納税・ふるさと市民制度
　　　　　　　　　に関する問い合わせ】
山梨市役所　総合政策課　政策推進担当
☎�1111（内線：232、233）

いただいた寄附金の使い道は？

■寄附金の活用方法は皆さんに選んでいた
　だきます。 
●山梨市では、次の取り組みに活用させて
　いただきます。
　メニュー① 「人づくり」
　　○ 30 人授業実施事業など
　メニュー② 「地域の活性化」
　　○農業担い手育成支援事業など
　メニュー③ 「自然環境の保全・活用」
　　○景観形成推進事業など
　メニュー④ 「使途の指定なし」 
指定がない場合は、高齢者福祉施策、健康
づくり、少子化対策など、さまざまな事業
のため有効に活用させていただきます。

県内の主なスーパーマーケットを中心に

レジ袋の無料配布が中止
されます

　

山
梨
県
で
は
、
ス
ト
ッ
プ
・
レ
ジ
袋
大
作
戦

と
し
て
、
事
業
者
、
消
費
者
団
体
、
商
工
団
体
、

行
政
な
ど
で
構
成
す
る
「
山
梨
県
ノ
ー
レ
ジ
袋

推
進
連
絡
協
議
会
」
と
と
も
に
、
一
人
当
た
り

年
間
２
４
０
枚
も
使
用
さ
れ
て
い
る
レ
ジ
袋
の

削
減
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

県
内
18
事
業
所
１
０
７
店
舗
で
は
、
６
月
30

日
か
ら
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
を
中
止
し
ま
す

（
一
部
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
す
で
に
実

施
中
）。

　

山
梨
市
内
で
は
、
ひ
う
が
山
梨
店
、
オ
ギ
ノ

山
梨
店
、
い
ち
や
ま
マ
ー
ト
山
梨
店
で
レ
ジ
袋

の
無
料
配
布
が
中
止
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
買
い
物
の
際
に
、
マ
イ
バ
ッ
グ
や

マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
を
持
ち
、
レ
ジ
袋
を
断

る
こ
と
は
、
他
の
人
に
も
そ
の
行
動
が
見
え
る

の
で
、
周
り
の
人
が
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を

起
こ
す
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
バ
ッ
ク
・
マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
積
極
的

に
使
用
し
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

山
梨
県　

環
境
創
造
課

　

☎
０
５
５
（
２
２
３
）
１
５
０
６

　

環
境
課　

生
活
環
境
担
当

　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
５
２
・
２
５
３
）

マイバッグ・マイバスケット
を持って買い物に出かけましょう

事業社名 県内店舗数 実施日

㈱オギノ 33 ６月 30日から

㈱日向 13 実施中

㈱いちやまマート 11 ６月 30日から

ユニー㈱　【アピタ】 2 ６月 30日から

マックスバリュー東海㈱ 6 ６月 30日から

㈱やまと 10 実施中

㈱アマノ　【アマノパークス】 5 ６月 30日から

㈱セルバ 8 ６月 30日から

㈱イトーヨーカ堂 1 ６月 30日から

㈱山交百貨店 1 ６月 30日から

㈱さえき　【おかじま食品館】 5 ６月 30日から

㈱公正屋 5 実施中

㈱巨摩野農業協同組合【Ａコープこま野白根店】 1 ６月 30日から

生協　市民生協やまなし 1 実施中

㈱深沢商事　【プラスバリュー】 2 ６月 30日から

㈱かわすみ 1 ６月 30日から

㈱富士急百貨店 1 ６月 30日から

生協コープやまなし【エコ・リカーショップ】 1 実施中

★レジ袋無料配布中止賛同店★

持ってますか？マイバッグ

平成 20 年 6 月 12 日現在

広報やまなし 2008.7-12
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←　はい いいえ　→

平成 20年３月 31日までの保険は

国民健康保険に
加入していた
（国保組合含む）

社会保険などに
加入していた
（被用者保険など）

本　人 被扶養者

75歳の誕生日は？

今年の４月・５月（それまでは） 今年６月以降（それまでは）

国民健康保険に加入
（国保組合含む）

社会保険などに加入
（被用者保険など）

本　人 被扶養者

①特別徴収
（４. ６. ８.10.12.
２月の年金から引
き落とし）

②７. ８. ９月は普
通徴収、10.12. ２
月は特別徴収（年
金から引き落とし）

③ 10.12. ２ 月 に
特別徴収（年金から
引き落とし）、※保険
料の軽減措置あり

④ 75 歳になった
月の翌々月から普
通徴収（納付書に
よる納付）

⑤ 10 月から普通
徴収（納付書によ
る納付）、※保険
料の軽減措置あり

チームスポーツのゲートボールは、みんなで力を合わせることが
勝利への方程式。保険制度も同じ。高齢者が安心して医療を受け
られるよう、世代を超えてみんなで支え合っています。

み ん な の 国 保

保
険
料
は
、
加
入
者
一
人
ひ
と
り
が
納
め
ま
す

世
帯
主
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
納
め
る
保
険
料
。
納
付
の
手
間
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、

一
定
以
上
の
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
人
か
ら
は
、
自
動
的
に
保
険
料
が
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
が
世
帯
主
に
課

せ
ら
れ
る
の
に
対
し
、
長
寿
（
後
期

高
齢
者
）
医
療
制
度
は
、
加
入
者
一

人
ひ
と
り
が
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
年
度
途
中
で
資
格
を

有
し
た
人
（
75
歳
に
な
っ
た
人
・
障

害
認
定
を
受
け
た
人
）
に
は
、
そ
の

月
か
ら
保
険
料
が
発
生
し
ま
す
。

�
保
険
料
は

　

７
月
初
め
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

保
険
料
は
、
前
年
の
収
入
に
応
じ

て
決
ま
り
ま
す
。
こ
れ
を「
本
算
定
」

と
い
い
ま
す
。

　

７
月
初
め
に
加
入
者
全
員
に
「
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知

書
・
保
険
料
納
入
通
知
書
」
を
送
り

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
納
付
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す

⑴
特
別
徴
収

　

年
金
の
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以

上
で
、
介
護
保
険
料
と
の
合
算
額
が

年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
以
下
で
あ

る
　

４
月
か
ら
の
特
別
徴
収
に
該
当
す

る
人
は
、
す
で
に
４
月
と
６
月
の
年

金
か
ら
、
保
険
料
が
差
し
引
か
れ
て

い
ま
す
。

　

正
式
な
保
険
料
は
、
７
月
に
決
ま

る
た
め
、す
で
に
受
け
取
っ
た
４
月
、

６
月
分
、
ま
た
こ
れ
か
ら
受
け
取
る

８
月
分
の
年
金
か
ら
は
、
前
々
年
中

の
収
入
で
算
定
し
た
仮
の
保
険
料
が

引
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
本
算
定
」
で
年
間
保
険
料
が
確

定
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
納
め
た
額

と
の
調
整
が
10
月
以
降
の
保
険
料
で

行
な
わ
れ
ま
す
。　

⑵
普
通
徴
収

　

年
金
の
受
給
額
が
⑴
の
特
別
徴
収

で
規
定
す
る
額
に
満
た
な
い
人
に

は
、
保
険
料
の
本
算
定
後
、「
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
納
入
通
知
書
兼

領
収
証
書
」
を
送
り
ま
す
。

　

納
期
は
、
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま

で
の
全
８
回
で
す
の
で
、
金
融
機
関

の
窓
口
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

⑶
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
両
方　

　

９
月
ま
で
を
普
通
徴
収
で
、
10
月

か
ら
を
特
別
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ

く
人
も
い
ま
す
。

※
主
な
保
険
料
の
納
付
例
を
、
下
の

　

表
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
基
準
と

　

な
る
も
の
で
、
全
員
が
あ
て
は
ま

　

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
７
月

　

に
送
ら
れ
る
通
知
書
で
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。

病
院
で
の
窓
口
負
担
は
変
わ
る
？

受
診
時
に
窓
口
で
支
払
う
お
金
の
割
合
は
、
前
年
の
所
得
に

応
じ
、毎
年
８
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
見
直
し
て
い
ま
す
。

�
変
わ
る
人
に
は
、

　

７
月
下
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

負
担
割
合
が
変
わ
る
人
に
は
、
７

月
下
旬
に
負
担
割
合
を
変
更
し
た
被

保
険
者
証
を
配
達
記
録
郵
便
で
送
り

ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
を
受
け

取
っ
た
人
は
、
そ
れ
ま
で
使
っ
て
い

た
被
保
険
者
証
を
市
役
所
国
民
健
康

保
険
窓
口
（
支
所
の
場
合
は
住
民
生

活
担
当
）
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。

�
負
担
割
合
は
２
種
類
で
す

　

負
担
割
合
は
、
収
入
に
応
じ
て
１

割
負
担
と
３
割
負
担
の
２
種
類
に
分

か
れ
ま
す
。

　

な
お
、
世
帯
構
成
、
所
得
の
変
更

な
ど
に
よ
り
、
年
度
途
中
で
負
担
割

合
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
給
者
証
が
変
わ
り
ま
す

８
月
１
日
か
ら
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
が

新
し
く
な
り
ま
す
。

�
新
し
い
受
給
者
証
を
送
り
ま
す

　

70
～
74
歳
の
人
の
「
国
民
健
康
保

険
高
齢
受
給
者
証
」
が
８
月
１
日
か

ら
新
し
く
な
り
ま
す
。
７
月
下
旬
に

普
通
郵
便
で
送
り
ま
す
の
で
、
８
月

の
受
診
か
ら
は
新
し
い
受
給
者
証
を

使
っ
て
く
だ
さ
い
（
こ
れ
ま
で
の
受

給
者
証
は
各
自
で
処
分
し
て
く
だ
さ

い
）。

�
医
療
窓
口
で
の
負
担
割
合
を

　

見
直
し
ま
す

　

毎
年
８
月
１
日
を
基
準
日
と
し
、

前
年
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
割
合
を

見
直
し
ま
す
。

　

負
担
割
合
は
、
所
得
に
応
じ
て
２

割
負
担
（
平
成
21
年
３
月
末
ま
で
は

１
割
）
と
３
割
負
担
の
２
種
類
に
分

か
れ
ま
す
。

　

な
お
、
世
帯
構
成
、
所
得
の
変
更

な
ど
に
よ
り
、
年
度
途
中
で
負
担
割

合
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

70歳から74歳の
皆さんはこちら！

75 歳以上の皆さん、長寿　（後期高齢者）医療
制度の保険料納付方法を　　お知らせします

平成20年３月31日時点で75歳以上でしたか？
保険料の納付例

【問い合わせ】
市民課国民健康保険担当　☎� 1111（内線 146・148）

　長寿（後期高齢者）医療制度は、全ての世代の
人がお金を出し合うことによって支えられていま
す。74歳以下の人は、「後期高齢者支援金」と
いう形でこの制度を支えます。
　詳細は、「広報やまなし臨時号」（６月下旬に新
聞折り込み）でお知らせします。

※制度の初年度であるため、平成 19年８月１日から平成 20年３月 31日の間に社会保険などから国民健康保険に
　切り替わった人は②になります。また、その期間に 75歳になった人・転入した人も②になります。

国民健康保険に加入している
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毎
年
、
固
定
資
産
税
の
納
付
書
を
発
送
し

た
後
に
、「
数
年
前
に
取
り
壊
し
て
現
存
し

な
い
家
屋
が
納
付
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
」

と
い
っ
た
内
容
の
問
い
合
わ
せ
が
、
市
に
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

税
務
課
で
は
、
税
の
適
正
お
よ
び
公
平
の

観
点
か
ら
、
こ
の
た
び
課
税
客
体
の
実
態
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

現
地
に
お
い
て
課
税
客
体
と
台
帳
と
の
照

合
が
不
明
な
場
合
は
、
所
有
者
に
お
問
い
合

わ
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期　

間　

６
月
下
旬
か
ら
概
ね
３
か
月
間　

　
　
　
　
（
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

調
査
家
屋　

昭
和
の
時
代
に
建
築
さ
れ
た

　
　
　
　
　

家
屋
（
滅
失
登
記
を
除
く
登
記

　
　
　
　
　

家
屋
お
よ
び
未
登
記
家
屋
）

調
査
方
法　

現
地
で
家
屋
台
帳
と
照
合

※
建
物
が
現
在
も
あ
る
か
ど
う
か
外
観
か
ら

　

確
認
し
ま
す
の
で
、
基
本
的
に
立
会
い
の

　

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
区
域　

市
内
全
域

調
査
員　

税
務
課
職
員
（
２
人
体
制
）

※
調
査
員
は
、身
分
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
１
２
４
、１
２
５
）

現
存
家
屋
実
態
調
査
の

お
知
ら
せ
と
協
力
の
お
願
い

平
成
19
年
度
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

～
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
～

�
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
と
は

　

農
業
・
農
村
が
持
つ
多
面
的
機
能
を
守
る

た
め
に
、「
平
地
に
比
べ
傾
斜
地
が
多
い
な

ど
生
産
条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
域
の
農
地

で
、
農
業
を
し
て
い
る
人
た
ち
を
応
援
し
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
制
度
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
で
、「
今
後
も
農
業
を
続

け
て
い
き
ま
す
」
と
市
と
協
定
を
結
ん
だ
組

織
に
対
し
、
農
業
生
産
活
動
な
ど
の
作
業
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
に
、
交
付
金
と
い

う
形
で
支
援
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21

年
度
の
５
年
間
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成

19
年
度
の
実
施
状
況
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】	

	
	

	

農
林
課
農
林
担
当
（
牧
丘
庁
舎
内
）　

☎
�
３
１
１
１ 

（
内
線
１
２
３
）

《
集
落
協
定
の
実
施
内
容
》	

	

①
農
地
面
の
保
全	

	
	

②
耕
作
地
周
辺
の
水
路
（
泥
上
げ
）・

　
農
道
の
管
理

③
耕
作
放
棄
地
の
管
理
（
草
刈
り
な
ど
）	

④
農
地
の
面
的
な
集
積	

	

⑤
「
農
用
地
等
保
全
マ
ッ
プ
」
の
作
成

　（
農
用
地
の
管
理
状
況
な
ど
が
わ
か
る

　
地
図
の
作
成
）

⑥
生
産
性
・
収
益
の
向
上

　（
機
械
農
作
業
の
共
同
化
な
ど
）

⑦
担
い
手
の
育
成

　（
認
定
農
業
者
の
育
成
な
ど
）		

⑧
多
面
的
機
能
の
発
揮

　（
都
市
住
民
と
の
交
流
な
ど
）

集落協定締結数 各集落参加戸数 筆数
35集落 1,314 戸 7,662 筆

集落協定締結数、各集落参加戸数

平成 19 年度実施状況 農　業

税

　

家
屋
の
新
築
、
増
改
築
、
取

り
壊
し
な
ど
を
し
た
際
に
は
、

30
日
以
内
の
届
出
が
市
税
条
例

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

対象農用地の基準別の面積および交付金
地目 区分 面　　積 交　付　金

田 急傾斜 38,769㎡ 814,149 円
緩傾斜 0㎡ 0円

畑
急傾斜 913,284㎡ 9,048,430 円
緩傾斜 3,052,464㎡ 8,998,160 円
高齢化 ･耕作放棄率 75,614㎡ 211,717 円
合　　　計 4,080,131㎡ 19,072,456 円

　山梨市は、秩父の山々や笛吹川の水が
つくりだす美しい自然、平地から丘陵地
に広がる樹園地、緑豊かな公園、史跡な
ど多くの景観に彩られています。
　市では、これらの美しい景観の中から、
後世に伝えていきたい景観を皆さんから
のご意見をもとに「山梨市景観百選」と
して選定します。あなたの好きな山梨市
の風景を写真に撮って、ぜひご応募くだ
さい。
募集期間　７月１日㈫～ 12月 26日㈮
※詳細は、今月号の広報と一緒に配布す
　るチラシをご覧ください。

【問い合わせ】
都市計画課都市計画担当
☎� 1111（内線 273）　

あなたの好きな風景を
教えてください

～山梨市景観百選～

内
容

　

融 

資 

額 

…
…
50
万
円
以
内 

　

利
子
補
給 

…
…
償
還
利
子
の
全
額 

　

返
済
方
法
…
…
36
か
月
以
内
の
返
済　

　
　
（
元
利
均
等
方
式
） 

活
用
条
件

⑴
下
水
道
が
使
え
る
区
域
内
の
住
宅
所
有
者

　

ま
た
は
所
有
の
同
意
を
得
た
使
用
者
で
あ

　

る
こ
と　

⑵
処
理
区
域
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と

⑶
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
３

　

年
以
内
の
排
水
設
備
工
事
で
あ
る
こ
と

⑷
下
水
道
受
益
者
負
担
金
（
分
担
金
）
や
税

　

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

■
下
水
道
の
使
用
料

　

排
水
工
事
が
終
了
し
て
下
水
道
を
使
う
よ

う
に
な
る
と
、
下
水
道
使
用
料
が
発
生
し
ま

　

市
で
は
、
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
下
水
道
整
備
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
末
に
、
新

た
に
21
・
44
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
供
用
開
始
と
な

り
、現
在
で
は
、市
全
体
で
６
５
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
が
整
備
さ
れ
、
４
、１
８
６
世
帯
が
下
水

道
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
早
期
接
続
に
ご
協
力
を 

　

下
水
道
は
、
家
庭
か
ら
出
る
汚
水
を
浄
化

セ
ン
タ
ー
に
集
め
て
処
理
し
、
き
れ
い
な
水

に
し
た
後
に
川
や
海
へ
も
ど
す
こ
と
か
ら
、

美
し
い
自
然
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
の

改
善
に
も
大
き
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
、
も
各

ご
家
庭
で
宅
地
内
の
接
続
工
事
を
行
な
い
、

下
水
道
に
接
続
を
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、

河
川
な
ど
の
水
質
保
全
や
環
境
衛
生
の
向
上

に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

　

下
水
道
が
使
用
で
き
る
地
域
に
お
住
い
の

皆
さ
ん
に
は
、
下
水
道
の
目
的
を
十
分
に
ご

理
解
い
た
だ
き
、
早
期
の
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
工
事
は
必
ず
指
定
工
事
店
で 

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
工
事
が
で
き

る
よ
う
、
市
で
は
指
定
工
事
店
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
指
定
工
事
店
は
、
皆
さ
ん
に
代

わ
っ
て
一
切
の
手
続
き
を
行
な
い
ま
す
。
安

心
し
て
工
事
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
排
水
設
備
等
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん

　

制
度
の
活
用
を 

　

下
水
道
の
供
用
開
始
に
伴
い
、
速
や
か
に

接
続
い
た
だ
け
る
よ
う
、
水
洗
ト
イ
レ
へ
の

改
造
や
下
水
道
へ
の
接
続
費
用
な
ど
の
融
資

あ
っ
せ
ん
と
、
制
度
を
設
け
て
利
子
補
給
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

下水道

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
の
皆
さ
ん
へ

～
下
水
道
へ
の
接
続
の
お
願
い
～

平均世帯人員 想定水道
使用量

使用料

２人世帯 20㎥ 1,340 円
３人世帯 48㎥ 3,620 円
５人世帯 80㎥ 6,500 円

下水道使用料の参考例（２か月分）

す
。
使
用
料
の
額
は
、
使
用
者
が
排
水
し
た

量
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
、
２
か
月
分
ま
と
め

て
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

　
■
下
水
道
の
使
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意

　
（
機
能
低
下
を
防
ぐ
た
め
）

・
敷
地
内
の
汚
水
ま
す
に
雨
水
や
池
の
水
な

　

ど
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
台
所
で
は
、
野
菜
く
ず
や
残
飯
を
流
さ
な

　

い
で
く
だ
さ
い
。 

・
天
ぷ
ら
油
や
サ
ラ
ダ
油
な
ど
の
廃
油
は
流

　

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 　

下
水
道
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
、
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
下
水
道
が
利
用
で
き
る
地
域
に
お
住

ま
い
の
ご
家
庭
は
、
一
日
も
早
い
下
水
道
へ

の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

下
水
道
課
管
理
担
当 

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
１
８
５
）

　

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
地
域
で
は
、

台
所
・
風
呂
・
洗
面
所
や
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
か
ら
の
排

水
を
公
共
ま
す
へ
接
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
ト
イ
レ

は
３
年
以
内
に
水
洗
化
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
下
水
道
法
第
10
条
、
第
11

条
の
３
）。
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市政の動き2008
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市政の動き2008

　

市
は
、
５
月
13
日
、
夢
わ
ー
く
山

　

市
は
、
５
月
28
日
、
夢
わ
ー
く
山

梨
に
お
い
て
、「
山
梨
市
児
童
虐
待

防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
山
梨
市
民
会

議
』
代
表
者
会
議
（
通
称
チ
ャ
イ
ル

ド
・
ラ
イ
ン
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

児
童
虐
待
は
、
年
々
増
え
続
け
て

お
り
、
市
町
村
に
お
け
る
家
庭
相
談

の
体
制
整
備
と
専
門
性
の
確
保
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
事
務
局
が
平
成
19
年

度
の
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
取
り
組
み

の
報
告
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、

中
央
児
童
相
談
所
・
笠
井
和
佳
氏
に

よ
る
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

●
福
祉
事
務
所
児
童
福
祉
担
当

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
１
６
２
）

　

市
は
、
５
月
15
日
か
ら
27
日
に
か

け
て
山
梨
・
牧
丘
・
三
富
の
各
地
域

で
平
成
20
年
度
第
１
回
地
域
審
議
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
役
職
の
交
代
な
ど
に
伴

い
、
新
た
に
６
人
を
地
域
審
議
会
委

員
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
事
務
局
職
員
が
合

併
後
の
成
果
、
平
成
20
年
度
予
算
概

要
お
よ
び
主
要
事
業
、
新
庁
舎
整
備

の
進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

行
な
い
ま
し
た
。

　

各
審
議
会
で
は
、「
各
庁
舎
の
活

用
策
」「
地
域
振
興
対
策
」「
観
光
施

設
整
備
対
策
」「
幹
線
道
路
の
整
備
」

な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
く
委
嘱
さ
れ
た
委
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
山
梨
地
域
審
議
会　

加
々
美
勝
征

　

小
林
光
義
、
戸
泉
弘
雄

◆
牧
丘
地
域
審
議
会　

三
枝
貞
晴

　

市
教
育
委
員
会
は
、
５
月
26
日
、

市
民
会
館
に
お
い
て
山
梨
市
幼
稚
園

教
育
推
進
研
究
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
会
議
は
、
子
ど
も
た
ち
の
道

徳
性
の
芽
生
え
を
培
う
視
点
か
ら

日
々
の
保
育
の
見
直
し
を
行
な
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で

す
。

　

会
議
に
先
立
ち
、
中
村
市
長
が
新

た
に
委
員
と
な
っ
た
２
人
に
委
嘱
状

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
平
成
19
年
度
推
進
会

議
活
動
実
績
の
報
告
、
平
成
20
年
度

の
事
業
研
究
計
画
に
つ
い
て
事
務
局

が
提
案
。
委
員
の
研
究
テ
ー
マ
に
対

す
る
共
通
理
解
と
今
後
の
研
究
体
制

　

市
は
、
５
月
28
日
、
市
役
所
会
議

室
に
お
い
て
第
１
回
「（
仮
称
）
山

梨
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー（
以
下「
交

流
セ
ン
タ
ー
」）」
建
設
設
計
業
者
選

定
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
市
が
山
梨
市
駅

前
の
市
有
地
に
建
設
を
計
画
し
て
い

る
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
設
計
業
者

を
選
定
す
る
た
め
に
、
組
織
さ
れ
た

も
の
で
す
。
井
戸
栄
副
市
長
を
委
員

長
と
し
、
委
員
と
し
て
山
梨
市
都
市

計
画
審
議
会
の
中
村
昌
訓
会
長
、
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
等
活
用
検
討
委
員

会
の
平
山
義
重
委
員
長
が
、こ
の
日
、

市
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
建
設
設
計
業
務
委
託

要
項
や
業
者
選
定
評
価
基
準
の
策
定

な
ど
に
つ
い
て
、
担
当
職
員
が
説
明

を
行
な
い
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

市
は
、
５
月
30
日
、
駅
前
事
務
所

に
お
い
て
山
梨
市
駅
前
土
地
区
画
整

理
審
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
審
議
会
で
は
、
事
業
執
行

状
況
と
平
成
20
年
度
の
事
業
計
画
に

つ
い
て
事
務
局
が
報
告
と
説
明
を
行

な
い
、
審
議
会
委
員
皆
さ
ん
の
ご
理

解
を
得
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
事
業
期
間
で
あ
る
平
成

21
年
度
（
平
成
22
年
３
月
31
日
）
の

完
成
に
向
け
、
今
後
も
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
都
市
計
画
課
区
画
整
理
担
当

☎
�
３
０
５
１

　

６
月
１
日
か
ら
６
月
７
日
ま
で
全

国
一
斉
に
第
50
回
水
道
週
間
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
た
だ

い
ま
ァ
ー　

蛇
口
ひ
ね
っ
て　

水
ゴ

ク
リ
」。
市
で
は
、
６
月
２
日
、
水

道
週
間
の
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
山

梨
地
域
南
部(

加
納
岩
・
山
梨
・
日

川
地
区)

の
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
世
帯
約
１
７
０
戸
の
お
宅
を
山
梨

市
水
道
組
合
（
13
業
者
）・
牧
丘
水

道
安
全
協
力
会
（
７
業
者
）・
市
職

員
が
訪
問
。
水
道
の
点
検
や
蛇
口
の

部
品
交
換
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
期
間
中
、
市
内
各
保
育
園
・

幼
稚
園
へ
「
水
は
、
貴
重
な
資
源
で

す
。
み
ん
な
で
水
を
大
切
に
使
い
ま

し
ょ
う
！
」
と
い
う
Ｐ
Ｒ
文
と
と
も

　

市
は
、
５
月
30
日
「
ご
み
ゼ
ロ
の

日
」
に
合
わ
せ
て
、
関
係
機
関
の
協

力
を
得
て
、
市
内
の
山
岳
観
光
地
で

美
化
清
掃
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
活
動
は
、
登
山
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
内
の
山

を
訪
れ
る
多
く
の
登
山
客
に
気
持
ち

よ
く
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
焼
山
峠
周
辺
、
乙
女

湖
周
辺
、
古
峠
周
辺
に
投
棄
さ
れ
た

古
タ
イ
ヤ
や
空
き
缶
・
空
き
瓶
な
ど

　

市
は
、
５
月
14
日
、
市
民
会
館
に

お
い
て
、
こ
の
秋
開
館
予
定
の
「
根

津
記
念
館
」
の
館
長
と
特
別
専
門
員

を
任
命
し
ま
し
た
。

　

館
長
に
は
市
内
下
井
尻
在
住
の
拓

殖
大
学
日
本
文
化
研
究
所
長
で
評
論

家
と
し
て
も
ご
活
躍
中
の
井
尻
千
男

氏
を
、
特
別
専
門
員
に
は
元
県
立
美

術
館
学
芸
第
一
課
長
で
現
在
は
東
京

都
目
黒
区
美
術
館
長
で
あ
る
田
中
晴

久
氏
を
選
任
し
、
堀
内
教
育
長
が
任

命
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

館
長
は
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
展
の
調

整
・
県
内
外
で
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
特

別
専
門
員
は
主
に
企
画
展
の
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
を
行
な
い
ま
す
。

　

任
命
書
を
受
け
取
っ
た
井
尻
館
長

は
、「
市
の
文
化
拠
点
と
し
て
、
多

く
の
人
に
訪
れ
て
も
ら
え
る
施
設
に

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

●
生
涯
学
習
課
文
化
財
根
津
記
念
館

　

担
当　

☎
�
９
６
１
１

不
燃
ご
み
と
可
燃
ご
み
合
わ
せ
て
３

ト
ン
の
ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。

●
観
光
課
観
光
施
設
担
当

☎
�
２
１
２
１
（
内
線
３
２
３
）

に
、
野
菜
の
種
を
配
り
ま
し
た
。

●
水
道
課
工
務
担
当

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
４
６
５
）

と
な
っ
て
い
る
庁
舎
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
の
有
効
な
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
庁
舎
等
整
備
活
用
対
策
室

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
９
５
）

　

農
業
委
員
は
、
選
挙
に
よ
る
委
員

と
団
体
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
市
長
が

　

市
は
、
６
月
10
日
、
市
民
会
館
に

お
い
て
、
第
１
回
山
梨
市
フ
ィ
ー
ル

ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
推
進
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
は
平
成
18
年
３
月
に

策
定
さ
れ
た
「
山
梨
市
フ
ィ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」
を
推
進
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
議
に
先
立
ち
、
教
育
長
が
13
人

の
委
員
に
委
嘱
状
を
手
渡
し
、
続
い

て
、
役
員
選
出
が
行
な
わ
れ
、
会
長

に
は
平
山
義
重
氏
、
副
会
長
に
は
森

屋
誠
啓
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想

の
目
的
は
、「
市
民
の
自
主
的
な
参

加
と
協
働
」
で
す
。
そ
の
実
現
に
向

け
、
推
進
委
員
会
で
は
、
委
員
が
ア

イ
デ
ア
や
意
見
を
出
し
合
い
、
市
民

の
リ
ー
ダ
ー
的
役
目
と
し
て
、
積
極

的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

●
生
涯
学
習
課
文
化
財
根
津
記
念
館

　

担
当　

☎
�
９
６
１
１　

選
任
す
る
委
員
が
い
ま
す
。

　

今
回
、
推
薦
団
体
で
理
事
の
交
代

が
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
伴
い
農
業

委
員
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

団
体
か
ら
推
薦
を
受
け
た
間
瀬
信

仁
さ
ん
（
フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同

組
合
）
と
竹
居
誉
さ
ん
（
山
梨
中
央

農
業
共
済
組
合
）
に
は
、５
月
26
日
、

中
村
市
長
か
ら
農
業
委
員
の
選
任
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

●
農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
牧
丘
庁
舎
農
林
課
農
地
担
当
）

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
０
８
） 

♥♥♥善意をありがとう♥♥♥
▼社会福祉基金として
　高野　茂　様（中村）
　故・高野　善次　様………… 150,000円
　松沢　伸治　様（下井尻）…… 300,000円
　米倉　孟　様（正徳寺）……… 100,000円
▼教育振興資金として
　宗教法人　八大龍王神社　様……50,000円

農

地

交

幼

子

文

水

駅市

フ

観

根
津
記
念
館
館
長
、

特
別
専
門
員
を
任
命

チ
ャ
イ
ル
ド
・
ラ
イ
ン

代
表
者
会
議
を
開
催

観
光
地
美
化
清
掃
活
動

を
実
施

水
道
点
検
奉
仕
作
業
を

実
施

山
梨
市
駅
前
土
地
区
画

整
理
審
議
会
を
開
催

市
役
所
東
市
有
地
の
活

用
を
考
え
る
会
を
開
催

堀内教育長から根津記念館館長の任命を
受ける井尻さん（左）。

焼山峠駐車場での開会式で作業の説明を
聞く参加者。

奉仕作業を行なう水道組合員。

新
し
い
農
業
委
員
に

選
任
書
を
交
付

交
流
セ
ン
タ
ー
建
設

設
計
業
者
選
定
委
員
会

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
設
計
業
務

委
託
業
者
の
選
定
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
で
行
な
わ
れ
、
６
月
下
旬
に
は

業
者
が
決
定
し
、
順
次
設
計
業
務
を

行
な
い
年
度
内
に
は
、
建
設
工
事
が

始
ま
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
都
市
計
画
課
都
市
計
画
担
当

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

平
成
20
年
度
第
１
回

地
域
審
議
会
を
開
催

◆
三
富
地
域
審
議
会　

廣
瀬
伯
雄
、

　

岡
部　

久
一　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

●
総
合
政
策
課
政
策
推
進
担
当

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
３
２
）

山
梨
市
幼
稚
園
教
育

推
進
会
議
を
開
催

梨
に
お
い
て
、
各
種
団
体
の
代
表
者

で
構
成
す
る
「
市
役
所
東
市
有
地
等

の
活
用
を
考
え
る
市
民
懇
話
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

懇
話
会
で
は
、
市
役
所
東
市
有
地

の
土
地
お
よ
び
建
物
の
他
に
、
新
庁

舎
移
転
後
の
山
梨
庁
舎
や
保
健
セ
ン

タ
ー
、
牧
丘
・
三
富
庁
舎
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
も
幅
広
く
意
見
を
い
た

だ
い
て
検
討
し
よ
う
と
、
事
務
局
か

ら
説
明
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、団
体
の
役
員
改
選
に
伴
い
、

不
在
と
な
っ
て
い
た
会
長
の
互
選
を

行
な
い
、
戸
泉
重
雄
氏
（
市
区
長
会

長
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
市
役
所
東
市
有
地
の

「
庁
舎
ス
ペ
ー
ス
」（
新
庁
舎
整
備
）

の
進
捗
状
況
の
説
明
と
、
第
２
期
整

備
予
定
の
「
市
民
ス
ペ
ー
ス
」
南
棟

な
ど
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
の
意
見
は
、
新
庁
舎
へ

の
進
入
路
と
な
る
右
折
レ
ー
ン
の
状

況
や
サ
イ
ン
計
画
、
新
庁
舎
の
整
備

内
容
と
市
民
ス
ペ
ー
ス
（
南
棟
）
の

活
用
に
関
連
し
た
団
体
事
務
所
の
移

転
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
方
法
に
つ

い
て
な
ど
で
し
た
。

　

ま
た
、
会
議
終
了
後
に
は
、
現
在

工
事
中
の
新
庁
舎
整
備
の
現
地
視
察

を
行
な
い
、
配
置
計
画
な
ど
の
詳
細

な
説
明
を
職
員
が
行
な
い
ま
し
た
。

　

市
民
懇
話
会
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
随
時
開
催
し
、
行
財
政
改
革
の
推

進
に
伴
う
施
設
の
統
廃
合
で
、
課
題

中村市長から新しい農業委員に選任書が
手渡されました。

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
研
究
協
力
園

で
あ
る
市
立
つ
つ
じ
幼
稚
園
の
武
藤

園
長
が
「
道
徳
性
の
芽
生
え
を
培
う

環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て｣

を
テ
ー

マ
と
し
た
研
究
発
表
を
行
な
い
ま
し

た
。

●
学
校
教
育
課
学
校
教
育
担
当

☎
�
５
３
５
５

フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
構
想
推
進
委
員
会

熱心に議論をする委員会のようす。
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❸

広報やまなし 2008.7-21

今月のスマイルさん！
❶ ❷

ＮＨＫラジオ「民謡をたずねて」
公開録音
　６月５日、花かげホールにおいてＮＨＫラジオ「民謡をたずね
て」の公開録音が行なわれました。
　山梨市牧丘町の若月和

かずお

郎さんも出演し美声を披露、会場からは
大きな拍手が贈られていました。
　この日は３週間分の放送が収録されました。放送日は６月 21
日、28日、７月５日のいずれも土曜日、ラジオ第１放送および
ＮＨＫ－ＦＭでお昼の 12時 30分から 55分まで放送されます。

田植え体験
　6月１日、水口の棚田で農業体験学習会とグ
リーンツーリズム事業合同による「お田植え」が
行なわれました。
　この日は、市内小学生とその保護者 18 人と、
東京など県外から親子連れ 29人が参加、初めて
田んぼに入った参加者は、「つめたい～」「ぬるぬ
るする」など大騒ぎ。　
　みな楽しい時間を過ごせたようで、「貴重な経
験ができた」と大喜びでした。

ＮＨＫ旅するラジオ
　６月２日、万力公園にＮＨＫラジオ「ここはふるさと旅す
るラジオ」の８０ちゃん号が訪れ、現地からの生放送が行な
われました。この日のゲストは山梨市在住の「義足のハイジャ
ンパー」鈴木徹さん。今年行なわれる北京パラリンピック出
場を決め、金メダルへの抱負を頼もしく語ってくれました。

一列に並んで田植え体験をしました

　５月 17 日、26 回目となる「図書館子どもまつり」が開
催されました。
　会場の市民会館には多くの親子連れが集まり、山梨市立図
書館ボランティアの「くれよん」のみなさんによる紙芝居や
人形劇を楽しみました。
　また、バルーンアートの作り方を職員が披露すると、子ど
もたちは興味津々……さっそく風船を手に取り、剣の形や動
物の形に細工して遊んでいました。

ヴァンフォーレ甲府を応援
　５月 21日、小瀬スポーツ公園陸上競技場でのヴァンフォーレ甲府対サガン
鳥栖戦は、「ホームタウン山梨市サンクスデー」として行なわれました。
　試合前には山梨市のＮＰＯ団体クレストの皆さんが、応援パフォーマンスを
披露しました。選手入場時のエスコートキッズ、フェアプレーフラッグ隊を山
梨サッカースポーツ少年団と山梨ジュニアサッカースポーツ少年団の子どもた
ちが、ボールボーイを山梨北中サッカー部員が務めました。
　また、井戸副市長が両チームにみとみの道の駅で収穫されたイチゴを贈り、
選手を激励しました。
　試合は残念ながらヴァンフォーレが負けてしまいましたが、多くの観客が詰
め掛ける中、山梨市をアピールすることができました。

取材中に出会った市民の皆さんの笑顔を
紹介します。取材カメラを発見したら、
ぜひ笑顔を見せてください。

❶ヴァンフォーレをいつもスタジアムで
　応援しているちびっこサポーター。
❷図書館子どもまつりでの１コマ。とて
　も良い笑顔を見せてくれました。
❸水口の棚田で田植え体験後に記念撮影。

図書館子どもまつり

全国に向けてただいま生放送中！

のびやかな歌声を披露する若月さん

バルーンアートは大人気！何ができるかな？

フェアプレーフラッグ隊の大役を務めました北中サッカー部員が元気に登場 NPO クレストによる応援パフォーマンス

県外の参加者に田植えの説明をしました

市内で、カルガモの親子発見！



チャレンジ！

　山梨市

山梨市長　中村照人
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叙勲
　４月29日に発表された平成 20 年「春の叙勲」で、田草川美根夫さん、手塚信男さん、村松　珍

たから

さんが栄誉を受けられ
ましたので紹介します。　

瑞
宝
単
光
章

　
村
松
　
　
珍
た
か
ら

さ
ん

　
　
　
　（
一
町
田
中
・
65
歳
）

旭
日
双
光
章

　
田
草
川
美み

根ね

夫お

さ
ん

　
　
　
　
　（
歌
田
・
71
歳
）

瑞
宝
双
光
章

　
手
塚
　
信
男
さ
ん

　
　
　
　
　
　（
東
・
82
歳
）

　

田
草
川
さ
ん
は
、
平
成
３
年
５
月
に
市
議
会

議
員
に
初
当
選
、
以
来
平
成
17
年
３
月
の
市
町

村
合
併
直
前
ま
で
の
四
期
14
年
に
わ
た
り
市
議

会
議
員
を
務
め
、
市
の
産
業
、
経
済
、
文
化
、

住
環
境
整
備
、
住
民
福
祉
の
向
上
な
ど
、
多
方

面
に
お
い
て
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

14
年
の
議
員
生
活
で
一
番
記
憶
に
残
る
こ
と

は
、
や
は
り
市
町
村
合
併
。
当
時
市
議
会
議
長

の
職
に
あ
っ
た
田
草
川
さ
ん
は
、
２
市
と
春
日

居
町
を
含
め
た
東
山
梨
７
市
町
村
で
の
合
併
構

想
か
ら
６
市
町
村
、
そ
し
て
３
市
町
村
へ
と
合

併
の
枠
組
み
が
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
市
当
局

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
新
し
い
自
治
体
の
円

満
な
運
営
に
向
け
て
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

　

合
併
後
は
、
新
「
山
梨
市
」
の
初
代
区
長
会

長
と
し
て
、新
し
い
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
奔
走
。

「
支
え
て
く
れ
た
地
域
・
仲
間
、
家
族
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
の
受
章
。
さ
ら
に
地
域
の
た
め
に

恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
」
と
に
こ
や
か
に
語

り
ま
す
。

　

手
塚
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
に
任
命
さ
れ
て
以

来
、
今
日
ま
で
民
生
児
童
委
員
と
し
て
地
域
の

福
祉
全
般
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
県
の
同
協
議

会
の
理
事
や
副
会
長
な
ど
も
歴
任
、
県
全
体
の

福
祉
向
上
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
生
児
童
委
員
の
主
な
仕
事
は
。
地
域
住
民

の
生
活
実
態
や
福
祉
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
相
談

に
乗
っ
た
り
情
報
を
提
供
し
た
り
す
る
な
ど
行

政
機
関
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
る
こ
と
。
30
年
以

上
に
わ
た
り
こ
の
職
を
務
め
る
傍
ら
生
涯
学
習

や
児
童
の
育
成
に
も
力
を
注
が
れ
て
い
る
手
塚

さ
ん
は
、
地
域
で
は
そ
の
顔
が
名
刺
代
わ
り
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
の
有
名
人
で
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
「
の
ぶ
お
っ
ち
ゃ
ん
」
と
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
「
１
人
で
で
き
る
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
家
族
の
理
解
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る

う
ち
は
頑
張
り
た
い
」
と
元
気
に
語
り
ま
す
。

　

村
松
さ
ん
は
、
昭
和
39
年
に
一
宮
郵
便
局
に

就
職
し
て
か
ら
35
年
間
、
郵
政
業
務
に
携
わ
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

就
職
し
た
頃
は
、
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
道
を

自
転
車
に
乗
っ
て
の
配
達
業
務
。「
冬
は
霜
が

融
け
る
と
道
が
ぬ
か
る
ん
で
大
変
で
し
た
。
宛

名
だ
け
で
番
地
の
な
い
郵
便
物
や
、
水
に
濡
れ

る
と
文
字
が
に
じ
ん
で
し
ま
う
筆
記
具
で
書
か

れ
た
手
紙
の
扱
い
な
ん
か
に
は
、
特
に
神
経
を

使
い
ま
し
た
ね
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

長
年
の
業
務
の
中
で
村
松
さ
ん
の
心
の
支
え

と
な
っ
た
の
は
、地
域
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
と「
あ

り
が
と
う
」
の
言
葉
。「
今
よ
り
も
手
紙
の
役

割
が
大
き
か
っ
た
時
代
。
都
会
に
住
む
子
ど
も

さ
ん
か
ら
ご
実
家
の
家
族
に
宛
て
ら
れ
た
手
紙

を
届
け
る
と
き
は
、本
当
に
感
謝
さ
れ
る
の
で
、

一
緒
に
嬉
し
い
気
持
ち
を
味
わ
い
ま
し
た
。
い

い
時
代
に
仕
事
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」
と
、

思
い
出
を
と
つ
と
つ
と
話
す
姿
に
、
業
務
一
筋

に
取
り
組
ま
れ
た
お
人
柄
が
伺
え
ま
し
た
。

全
国
認
定
…
…
続
々
！　
　

▶乙女湖完成記念式典で大久保議長とともに市の花「ツツジ」を植樹。
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市
が
経
済
産
業
省
・
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
に
応
募
し
て
い
た
「
山

梨
市
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
計
画
」

が
、
６
月
３
日
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
市
全
域
を
計
画
対
象

地
域
と
し
て
、
本
市
特
有
の
森
林
や
果

樹
剪
定
枝
な
ど
の
各
種
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
を
活
用
す
る
施
設
や
、
太
陽
光
や
風

力
・
水
力
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
て
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
入

れ
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　

環
境
問
題
は
今
や
地
球
規
模
の
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
７
月
に
は
北
海
道

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
も
開
催
さ
れ
、
議
長

国
で
あ
る
我
が
国
は
環
境
対
策
へ
の
取

り
組
み
が
さ
ら
に
図
ら
れ
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
環
境

保
全
の
啓
発
を
図
り
な
が
ら
、
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
積
極
的
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
関
連
記
事
11
ペ
ー
ジ
）

「
平
成
の
名
水
百
選
」

　

環
境
省
で
は
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開

催
を
記
念
し
、
水
環
境
保
全
の
一
層
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
６
月
３

日
、「
平
成
の
名
水
百
選
」
を
選
定
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
全
国
各
地
か
ら
応
募
の
あ
っ

た
も
の
の
中
か
ら
１
０
０
か
所
を
選
ん

だ
も
の
で
、
山
梨
市
が
応
募
し
た
「
西

沢
渓
谷
」
も
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
県

内
で
は
他
に
、
甲
府
市
・
都
留
市
・
北

杜
市
な
ど
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
認
定
を
受
け
、
水
源

の
森
百
選
、
日
本
の
滝
百
選
、
森
林
セ

ラ
ピ
ー
基
地
と
と
も
に
、
環
境
保
全
活

動
の
更
な
る
啓
発
と
参
加
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
健
全
な
水
環
境
が
も

た
ら
す
恩
恵
と
人
間
社
会
の
営
み
の
共

生
、
水
の
あ
る
暮
ら
し
の
風
景
な
ど
、

名
水
を
核
と
し
た
地
域
お
こ
し
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
関
連
記
事
10
ペ
ー
ジ
）

環
境
モ
デ
ル
都
市
の
応
募
に
つ
い
て

　

内
閣
官
房
地
域
活
性
化
統
合
事
務
局

で
は
、「
低
炭
素
社
会
」
へ
の
転
換
を
進

め
、
国
際
社
会
を
先
導
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
、「
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
幅
な

削
減
な
ど
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、

高
い
目
標
を
掲
げ
て
先
駆
的
な
取
り
組

み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
都
市
を
10
か
所

選
び
、「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
と
し
て
財

政
支
援
を
行
な
う
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

山
梨
市
は
、こ
の
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」

に
応
募
し
ま
し
た
。
主
な
提
案
内
容
は
、

「
豊
富
な
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
有
効
に
活
用
し
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
を
図
る
。
資
源
循
環
型
・

持
続
型
社
会
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
と
と

も
に
地
域
社
会
の
活
性
化
を
モ
デ
ル
と

し
て
示
し
、
行
政
・
市
民
・
民
間
事
業

者
の
参
加
と
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
を

推
進
。
化
石
燃
料
か
ら
の
脱
却
を
図
る
」

と
い
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
募
集
で
は
、
全
国
か
ら
82
も

の
先
進
都
市
か
ら
応
募
が
あ
り
、
か
な

り
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
す
。
環
境
施
策
の

取
り
組
み
を
整
理
し
、
今
後
の
展
開
を

図
る
た
め
に
も
良
い
機
会
と
捉
え
、
応

募
し
ま
し
た
。
発
表
は
７
月
の
予
定
で

す
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
「
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
」
会
長
に
就
任

　

５
月
22
日
、「
第
３
期
森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
認
定
証
授
与
式
」「
森
林
セ
ラ
ピ
ー

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
総
会
」「
第
４

回
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
全
国
サ
ミ
ッ
ト
」

が
開
催
さ
れ
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
「
全

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
会
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

　

山
梨
市
は
、
４
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
会
長
就
任

の
機
会
を
捉
え
、
本
格
的
な
取
り
組
み

と
と
も
に
、
市
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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活動紹介

Culture
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安全・安心のまちづくり

ワンポイント・アドバイス 総務課行政防災防犯担当
☎� 1111( 内線 229)

安全・安心のまちづくり
こんにちは、日下部署です。【日下部警察署　☎� 0110】

専門交通指導員の

※日下部警察署管内……山梨市内および甲州市内

　日下部警察署管内交通事故発生状況（５月末日現在）

件数（人数） 前年比
人身交通事故 145 件 ± 0
死者 5 人 ＋ 4
負傷者 180 人 ＋ 2
物損交通事故 421 件 ＋ 32

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
運
転
は
人
に
社
会
に
思
い
や
り
」

楽
し
い
文
化
活
動
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
市
文
化
協
会

市文化祭では作品を会場に展示（山梨地区文化祭）

〈
山
梨
地
区
文
化
協
会
「
俳
句
部
」〉　

　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
数
31
人

　

山
梨
地
区
「
俳
句
部
」
は
現
在
、
加

納
岩
、
七
日
市
場
、
市
川
各
地
区
と
夢

わ
ー
く
山
梨
で
月
例
句
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

特
に
夢
わ
ー
く
山
梨
会
場
に
お
い
て

は
、
広
瀬
町
子
先
生
（
白
露
）
に
指
導

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

句
会
は
毎
月
第
４
火
曜
日
の
午
後
１

時
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年

１
回
の
吟
行
を
行
な
い
ま
す
。
今
年
は

甲
州
市
放
光
寺
で
楽
し
く
和
や
か
に
勉

強
し
ま
し
た
。

　

行
事
と
し
て
は
、
文
化
祭
に
日
頃
の

成
果
を
色
紙
、
短
冊
に
書
い
て
展
示
し

ま
す
（
写
真
）。
ま
た
、
東
山
梨
地
区

文
芸
誌
「
渓
流
」（
年
１
回
発
行
）
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

人
生
の
新
た
な
発
見
に
つ
な
が
る
俳

句
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

入
会
希
望
者
は
大
歓
迎
で
す
。

　
　

部
長　
　

二
宮　

庸
一

　
　

副
部
長　

丸
山　

宥
子

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　

二
宮　

庸
一
☎
�
６
１
６
７

〈
牧
丘
地
区
文
化
協
会
「
俳
句
部
」〉

　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
数
10
人

　

昔
か
ら
笛
吹
川
の
橋
上
地
区
（
鍛か

冶じ

屋や

橋
以
北
）
は
、
俳
句
（
発
句
）
の
盛

ん
な
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

諸
先
輩
が
戦
後
い
ち
早
く
立
ち
上
げ

た
牧
丘
句
会
が
、
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

大
村
四
郎
・
乃
と
子
夫
妻
、
水
上
花

仙・花
堂
父
子
、
谷
山
峰
仙・峰
洞
父
子
、

丹
沢
笛
川
、
佐
藤
静
峰
子
な
ど
有
名
な

俳
人
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

諸
先
輩
の
直
接
間
接
の
指
導
を
受
け

つつ
、
毎
月
第
２
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら

３
時
半
ま
で
、
自
作
三
句
を
持
ち
寄
り

句
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
（
牧
丘
総
合
会
館
）
の

Ｂ
会
議
室
で
す
。

　

時
々
楽
し
い
吟
行
も
行
な
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
　

部
長　
　

温
井　

幸
子

　
　

副
部
長　

雨
宮　

和
彦

【
問
い
合
わ
せ
】

　

温
井　

幸
子　

☎
�
２
８
５
６

〈
三
富
地
区
文
化
協
会
「
俳
句
部
」〉

　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
数
10
人

　

季
節
は
春
か
ら
夏
へ
と
移
り
、
短
夜

の
空
に
時
鳥
の
声
を
聴
く
頃
と
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
の
俳
句
部
の
起
こ
り
は
、
30
年

ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
。
当
時
村
の
前
教

育
長
で
あ
っ
た
日
原
龍
雄
氏
が
生
涯
学

習
の
一
環
と
し
て
、
会
を
立
ち
上
げ
た

の
が
初
め
で
、
こ
れ
を
引
き
継
い
だ
先

輩
達
の
努
力
に
よ
っ
て
地
域
文
化
の
向

上
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
の
俳
句
部
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
残
念
な
が
ら
少
子
高
齢
化
と
い
う

時
代
の
中
で
部
員
数
も
減
り
、
思
う
よ

う
な
活
動
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
み
な
が
元
気
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

　

次
代
を
担
う
若
い
人
達
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
伝
統
の
灯
を
絶
や
さ
ぬ

よ
う
務
め
る
こ
と
が
課
題
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

部
長　
　

齊
藤　

宣
雄

　
　

副
部
長　

齊
藤　

寿
明

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

齊
藤　

宣
雄　

☎
�
２
６
３
５

04　俳句部

水の事故から子どもたちを守るために
受 付 期 間　 ：７月 23日㈬～８月 22日㈮
第１次試験日 ：９月 21日㈰
◆警察官 A ◆
　昭和 53年４月２日以降の生まれで、大学を卒業した
人または卒業見込みの人
◎採用予定人数　男性 15人程度、武道指導２人程度
　　　　　　　　女性２人程度
◆警察官 B ◆
　昭和 53 年４月２日から平成３年４月１日生まれで、
A区分以外の人
◎採用予定人数
　男性 20人程度、女性２人程度

【試験に関する問い合わせ】
　日下部警察署　警務課　採用試験担当
　☎� 0110（代表）

平成 20 年度山梨県警察官採用試験
★水泳や水遊びなどを行なう場合には、必ず保護者など
　が付き添い監視する。
★体調が悪いときや、危険区域の指定 ( 警告 ) がされて
　いるところでは絶対に泳がせない。
★湖沼などでボート遊びをする場合は、ボートからの飛
　び込みなど、危険な行為をさせない。
　

　河川敷内のキャンプ場でも、大雨による増水で被害に
遭う事故が発生しています。天候や周囲の状況に充分注
意してください。

シートベルト着用ステップアップ運動実施

　県内におけるシートベルトの着用率は、全
国調査の結果では、平成 14年度から連続し
て一般道の運転席で 90％を超え、平成 19
年度は 95.2％と、全国平均（95.0%）を上
回りました。しかし自動車乗車中の事故死者
の着用率やチャイルドシートの使用状況は、
極めて低い状況です。
　道路交通法改正により、６月１日から全席
でのシートベルト着用が義務付けられました
。助手席、後部席とも必ずシートベルトを締
める習慣をつけてください。また６歳未満の

お子さんにもチャイルドシートの着用をお願
いします。
シートベルト着用ステップアップ運動
　期間：６月 25 日㈬～８月 31 日㈰
シートベルト着用率調査　　　　 　
　事前調査   ６月 25 日～６月 30 日
　１回目　　７月 26 日～７月 31 日
　２回目　　８月 26 日～８月 31 日

★毎月 14 日は「シートベルト・チャイルド
　シート着用推進の日」です。

夏休みは解放感から
少年の非行事案が増加します

◆ オートバイ、自転車などの乗物盗や万引き、シンナ
　ーなどの薬物乱用　
◆ 夜遊び、暴走行為、飲酒、喫煙などの不良行為　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　
　少年が非行に走る前には、生活態度や行動に必ず変化
が現れます。
　家庭で、こうした状況をいち早く発見し、指導助言し
てあげてください。

【問い合わせ】日下部警察署 生活安全課　☎� 0110
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Life

環境課生活環境担当　☎� 1111（内線 252、253）

始
め
よ
う
！

　
　
環
境
に
や
さ
し
い
生
活

　

市
で
は
、
不
要
に
な
っ
た
「
入
れ
歯
」

と
「
メ
ガ
ネ
」
の
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
循
環
型
社
会
の

構
築
と
世
界
の
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
へ
の

支
援
の
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所

　

市
役
所
、
牧
丘
庁
舎
（
支
所
）　

　

三
富
庁
舎
（
支
所
）

　

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所

　

老
人
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

牧
丘
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

三
富
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

※
施
設
内
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
最
寄

　
　

り
の
職
員
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

■
収
集
す
る
「
入
れ
歯
」

　

◦
金
属
が
付
い
て
い
る
も
の
（
金
属
が

　
　

付
い
て
い
な
い
も
の
は
収
集
し
ま
せ

　
　

ん
）

　

◦
歯
に
か
ぶ
せ
た
「
ク
ラ
ウ
ン
」

　
　
（
い
わ
ゆ
る
「
か
ぶ
せ
」）

　

◦
歯
と
歯
を
つ
な
い
だ
「
ブ
リ
ッ
ジ
」

　
　
（
両
脇
の
歯
を
使
っ
た
差
し
歯
）

　

◦
歯
に
詰
め
た
「
イ
ン
レ
ー
」

　
　
（
い
わ
ゆ
る
「
詰
め
物
」）

　

<

収
集
方
法>

　

① 

汚
れ
を
落
と
し
、
熱
湯
か
入
れ
歯

　
　

洗
浄
剤
で
消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。

　

②
備
え
付
け
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て

　
　

か
ら
、
指
定
の
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て

　
　

く
だ
さ
い
。

■
収
集
す
る
「
メ
ガ
ネ
」

　

そ
の
ま
ま
メ
ガ
ネ
と
し
て
使
え
る
も
の

　
（
レ
ン
ズ
だ
け
や
フ
レ
ー
ム
だ
け
の
も

　

の
、
レ
ン
ズ
が
割
れ
た
り
フ
レ
ー
ム
が

　

壊
れ
た
り
し
て
い
る
も
の
は
収
集
し
ま

　

せ
ん
）

<

収
集
方
法>

　

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
指
定
の
ボ
ッ
ク

　

ス
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

不
要
に
な
っ
た
「
入
れ
歯
」
と
「
メ
ガ
ネ
」
の

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
し
た

暑
い
夏
！
高
齢
者
の

熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
と
は
、
体
温
が
上
昇
す
る
こ
と

で
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
が
低
下
し
、
脳

の
血
流
が
不
足
し
て
脳
の
働
き
ま
で
低
下

し
て
し
ま
う
状
態
で
す
。

　

熱
中
症
の
発
生
は
、
気
温
や
直
射
日
光

だ
け
で
な
く
、
湿
度
が
高
い
、
風
通
し
が

悪
い
こ
と
な
ど
で
体
温
が
上
が
り
、
体
の

熱
が
逃
げ
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
時
に
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

特
に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
人

�
一
人
暮
ら
し
の
人
…
…
ふ
だ
ん
か
ら
あ

　

ま
り
窓
の
開
閉
を
せ
ず
、
ひ
っ
そ
り
と

　

暮
ら
し
て
い
る
人
は
部
屋
の
中
で
熱
中

　

症
に
な
り
や
す
い
で
す
。
ご
家
族
、
ご

　

近
所
で
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
寝
た
き
り
の
人
…
…
脱
水
に
気
を
つ
け

　

ま
し
ょ
う
。
高
齢
者
の
体
内
水
分
量
は

　

少
な
い
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
汗
を
か
い
て

　

い
な
い
よ
う
で
も
い
つ
の
間
に
か
脱
水

　

を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　

年
を
重
ね
て
い
く
と
、
体
温
調
節
機

　

能
は
衰
え
て
体
温
が
上
が
り
や
す
く
な

　

り
ま
す
。
ま
た
、
足
腰
が
弱
り
、
ト
イ

　

レ
に
行
く
の
が
お
っ
く
う
に
な
り
、
水

　

分
を
取
り
た
が
ら
な
い
傾
向
も
見
ら
れ

　

ま
す
。

予
防
す
る
た
め
の
水
分
補
給

　

人
間
の
体
は
体
重
の
２
％
の
水
分
を
失

わ
れ
る
と
脱
水
状
態
に
な
り
、
の
ど
の
渇

き
を
激
し
く
感
じ
始
め
ま
す
。
早
め
早
め

に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
高
齢

者
は
、
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
く
な
り

ま
す
の
で
、渇
き
を
感
じ
て
い
な
く
て
も
、

蒸
し
暑
い
と
き
は
水
分
を
取
る
よ
う
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

　

水
分
は
一
度
に
大
量
に
飲
む
と
、
胃
液

を
薄
め
て
し
ま
い
、
消
化
不
良
を
起
こ

し
や
す
い
で
す
。
１
回
に
コ
ッ
プ
１
杯

（
２
０
０
ml
程
度
）
を
飲
む
く
ら
い
が
目

安
で
す
。
約
１
リ
ッ
ト
ル
を
１
日
の
中
で

数
回
に
わ
け
て
飲
み
ま
し
ょ
う
（
最
低
で

も
３
回
の
食
事
、10
時
、
３
時
、寝
る
前
）。

他
の
予
防
対
策

◦
窓
を
開
け
て
風
通
し
を
良
く
し
ま
し
ょ

　

う
。

◦
扇
風
機
や
冷
房
で
、
部
屋
の
温
度
を
快

　

適
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
課
介
護
予
防
担
当

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

元気が
いちばん

！

　

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
第
２
回
「
山
梨

市
認
知
症
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
支
援
体
制
を
作
る
た
め
に
、
認

知
症
の
人
に
関
わ
る
団
体
の
代
表
者
な
ど

が
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に

設
置
し
て
い
る
も
の
で
す
。

◆
認
知
症
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

３
月
25
日
に
開
催
し
た
認
知
症
研
修

会
「
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
地
域
で

支
援
し
て
い
く
た
め
の
集
い
」
に
は
、
一

般
参
加
者
は
も
と
よ
り
、
民
生
委
員
、
区

長
、老
人
ク
ラ
ブ
、愛
育
班
、ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
な
ど
認
知
症
に
関
わ
る
多
く
の
人

た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
下

の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
こ
の

事
業
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

�
地
域
で
の
見
守
り
や
地
域
お
よ
び
当
事

　
者
に
根
ざ
し
た
活
動
が
必
要

�
で
き
る
こ
と
は
や
り
た
い

�
認
知
症
の
啓
発
活
動
の
充
実
と
継
続
が

　
必
要

�
認
知
症
の
早
期
対
応
が
必
要

�
認
知
症
の
相
談
セ
ン
タ
ー
が
必
要

�
今
回
の
よ
う
な
勉
強
会
が
必
要

円グラフ

地
域
ぐ
る
み
で
認
知
症
を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
を

住み慣れた地域や家庭で、自分らしい健やかな生活を目指して　　❾

　

認
知
症
の
早
期
発
見
・
予
防
、
正
し
い
ケ
ア

を
専
門
医
な
ど
が
助
言
し
ま
す
。
な
る
べ
く
本

人
の
具
体
的
変
化
（
い
つ
か
ら
、
ど
ん
な
症
状

が
出
は
じ
め
た
な
ど
）
を
メ
モ
に
し
て
、
当
日

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日　

時　

７
月
３
日
㈭
、
24
日
㈭

　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

会　

場　

市
役
所
２
階　

第
１
会
議
室

※
相
談
に
は
、
予
約
が
必
要
で
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

保
健
課
介
護
予
防
担
当　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
１
７
７
）

ま
た
は
、
山
梨
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
�
０
２
９
４

※
来
月
以
降
の
日
程
は
、「
広
報
や
ま
な
し
」
の

　
「
各
種
相
談
」
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
も
の
忘
れ
相
談
」

　
　
の
お
知
ら
せ

�
地
域
ご
と
の
研
修
会
が
必
要

�
専
門
職
の
研
修
会
の
場
を
増
や
し
て
ほ

　
し
い

�
介
護
者
の
話
を
よ
く
聞
い
て
く
れ
る
場

　
が
欲
し
い
。
ス
ト
レ
ス
の
解
決
方
法
を

　
教
え
て
ほ
し
い

�
介
護
方
法
や
予
防
方
法
を
知
り
た
い

　　

ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
委
員
の
中

で
も
「
認
知
症
の
周
知
と
理
解
の
啓
発
」

「
認
知
症
高
齢
者
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
、

地
域
で
良
い
雰
囲
気
づ
く
り
が
必
要
」
と

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
事
業
に
反

映
し
、
よ
り
よ
い
支
援
体
制
を
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

◆
今
年
度
の
取
り
組
み

　

今
回
の
会
議
で
は
、
事
業
の
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。「
地

域
資
源
マ
ッ
プ
」
作
成
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
が
見
や
す
く
活
用
で
き
る
も
の
、
で

き
る
限
り
表
示
可
能
な
資
源
の
収
集
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　
「
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
「
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
体
制
づ
く
り
は
、

先
進
地
の
事
例
を
参
考
に
し
、
身
近
な
生

活
に
関
わ
る
事
業
者
等
の
協
力
や
参
加
を

い
た
だ
き
な
が
ら
基
盤
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
住
民
を
対
象
に
し
た
研
修

会
も
行
な
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
山
梨

市
医
師
会
協
力
の
も
と「
も
の
忘
れ
相
談
」

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
地
域
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め
に
は
、
家
族
の

意
識
改
革
（
認
知
症
は
隠
す
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）
が
重
要
で
す
。

　
「
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
地
域
の
み
な
さ

ん
の
理
解
と
協
力
が
鍵
を
握
り
ま
す
。

　

私
た
ち
だ
れ
も
が
、
認
知
症
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。「
認
知
症
の
人
た
ち

は
、
私
た
ち
の
一
歩
先
を
行
っ
て
い
る
人

た
ち
」
と
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

皆
で
理
解
を
深
め
、
助
け
合
い
、
住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

認知症研修会参加者アンケート
　当日参加者…………………250人
　アンケート提出者…………133人
　回収率………………………53.2％

10 20 30 40 50 60

居住地

参加理由

内容

市外
　44 人

市内
　89 人

認知症のことをもっと知りたい
と思った　59.4％

区の役員をして
いるから　26.3％

講師に興味があった　
19.5％

身近な人が認知症の
心配があったから　17.3％

よかった
　78.9％

まあよかった
20.1％

無回答　1.0％

( 複数回答・上位項目のみ )
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図書館だより

広報やまなし 2008.7-29

山梨市立図書館　万力 1830（市民会館内）☎� 9600（月曜休館）
【市立図書館ホームページ】　http://www.city.yamanashi.yamanashi.jp/library/index.html

日本の小説
金色の野辺に唄う　　　　　　　あさのあつこ
もう、さよならは言わない　　　榊　　邦彦
当たるも八卦の墨色占い　　　　佐藤　雅美
義弟（おとうと）　　　　　  　　永井するみ
恋人たち　　　　　　　　　　　野中　　柊
RURIKO　　　　　　　　　　　林　真理子
傀儡（くぐつ）　　　　　　　　　坂東眞砂子
皇后ジョゼフィーヌのおいしい人生　藤本ひとみ
銀河不動産の超越　　　　　　　森　　博嗣
いすゞ鳴る　　　　　　　　　　山本　一力
千両花嫁　　　　　　　　　　　山本　兼一

文学・エッセイ・手記・外国の小説など
月とメロン　　　　　　　　　　丸谷　才一
パートナー　　　　　　　　　　森　　詠
明日もまた生きていこう　　　　横山友美佳
封印の島㊤㊦　　ヴィクトリア・ヒスロップ
バーデン・バーデンの夏　レオニード・ツィプキン
その他・一般
裁判員法　　　　　　　船山泰範・平野節子
メタボが気になる人の健康ごはん　オレンジページ・発行
おいしいから毎日食べたいお酢料理　村田　裕子

きれいに飾りたいはじめての花の寄せ植え　井田洋介・監修

水泳絶対上達法４泳法完全マスター　　　　堀内義輝・監修

主な新着図書

いつもそばに本が……
学校図書館支援センターだより　☎� 5355（学校教育課内）

　来年で結成10周年を迎えるキュートな女
性３人組のロックバンド「つしまみれ」。そ
の活動は国内だけでなく、６度にわたるアメ
リカツアーでは、現地の観客を熱狂の渦に巻
き込んでいる。
　新しいアルバムでは、好評を得た前作「脳
みそショートケーキ」に続き、テクニカルス
タッフとして本市出身の林兄弟（ミサイルイ
ノベーション）が参加。兄・久

ひさよし

悦は彼女たち
のことを「男勝りのガールズバンド。破壊力
満点のリズム隊に、毒気＆ユーモアに女の本
音を散りばめた個性的な歌詞。何より、気合
い全開の激しいライブは、度肝を抜かれます。
ぜひ一度、見て聴いて欲しいですね」と語る。
　今回のアルバムでも、ハチャメチャに思わ
れながらも実は奥深い歌詞を、骨太でアップ
テンポなサウンドが支える楽曲が満載。「聴
いた人だけが分かる唯一無二の世界」と絶賛
されるサウンド
で、梅雨時のじ
めじめした気分
を弾き飛ばして
しまおう。　

つしまみれ
「つしまみれと　
ロックとビアで」

　　    　　（2008.5 発売）

※市立図書館ではＣＤの貸出は行なっていません。

　

生
活
科
の
学
習
の
一
環
と
し
て
、
市
立
図

書
館
の
見
学
に
や
っ
て
き
た
岩
手
小
学
校
の

１
、２
年
生
。
図
書
館
の
生
い
立
ち
や
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用

の
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方
に
つ
い
て
お
は
な
し
を
聞
い
た
後
、

そ
れ
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れ
が
２
冊
ず
つ
本
を
探
す
こ
と
に
。

　
「
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
迷
っ
ち
ゃ
う
な
あ
」

と
目
を
輝
か
せ
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が
ら
館
内
を
ま
わ
り
、
お

話
の
本
や
ス
ポ
ー
ツ
の
本
、
ク
イ
ズ
の
本
な

ど
お
気
に
入
り
を
選
び
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
実

際
に
本
を
借
り
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、司
書
に
よ
る
ペ
ー
プ
サ
ー
ト「
オ

オ
カ
ミ
の
ご
ち
そ
う
」
を
聞
き
ま
し
た
。　

　

林
の
中
で
子
豚
を
見
つ
け
た
オ
オ
カ
ミ
、

「
待
て
ー
、
お
れ
さ
ま
に
に
ら
ま
れ
た
ら
も

う
逃
げ
ら
れ
な
い
ぞ
ー
」
と
逃
げ
る
子
豚
を

岩
手
小
児
童
が

市
立
図
書
館
を
見
学

カウンターで本を借ります。できるかな？

追
い
か
け
る
オ
オ
カ
ミ
…
…
。
声
色
を
使
っ

た
お
は
な
し
に
、
静
か
に
真
剣
な
顔
つ
き
で

聞
き
入
る
子
ど
も
た
ち
。

　
「
お
も
し
ろ
か
っ
た
あ
。
た
の
し
か
っ
た

あ
。
今
度
は
お
か
あ
さ
ん
と
来
る
ね
」
と
満

足
げ
な
表
情
で
、
手
を
振
り
な
が
ら
帰
っ
て

行
き
ま
し
た
。

【注目本紹介】

■小説

茨の木

　仕事を辞め、妻とも離婚した真

二の元に、けんか別れした兄から

父の形見のヴァイオリンが届く。

ヴァイオリンの作者を求めてイギリスを訪れた真二は、か

けがえのない家族の絆と、人を愛するということを知る。

感動の長編小説。

ぼく、およげないの

　かわうそのロロくんは、たっ

た一つ、できないことがありました。それは、泳ぐこと。

　「およげないかわうそなんて、きいたことがないよ」とお

友だちに言われて、ロロくんがしょげていると、ある日お

姉ちゃんがいいことを思いついてくれました……。

　「できないこと」があって悩んでいるすべての子どもたち

に贈る、やさしくてかわいい絵本。

アンバー・スチュアート／文
レイン・マーロウ／絵
ささやま　ゆうこ／訳

さだ　まさし・著

■児童書

【７月のおはなし会】
　❖乳幼児向き（チェリー）　７月８日㈫
　❖幼児・低学年向き（くれよん）　７月 26日㈯
　　時間はいずれも午前 10:30 ～ 11:00
　　

【市立図書館開館時間】
❖午前９時～午後５時（金・土は午後７時まで）　
　★休館日は、折り込みのカレンダーで確認してください。

【夏季学習室開放】
❖７月 24 日㈭～８月 24 日㈰
　ただし、８月１日㈮、２日㈯と図書館休館日はお休みです。

【あなたのおすすめ本を広報誌上で紹介してみませんか】
　詳しくは、広報担当まで。☎� 1111（内線 225）
　Ｅメール　info@city.yamanashi.lg.jp

●●● INFORMATION●●●

おすすめ新着図書

　「今月の展示コーナー」では、山梨県内の図
書館司書が昨年１年間に出版された図書の中か
ら選んだ「こどもにすすめたい本 2008」100
冊を展示します。
　貸し出し中の本については、予約も受け付け
ています。夏休みに、ぜひ読んでみてください。

　若月雅久さん（写真）の「血と涙と汗」をおすすめします。
　琴川ダムが完成した牧丘町柳平地区の歴史を知るのに欠か
せない 1冊です。著者は、戦後間もなく満州から引き揚げ、
故郷牧丘町杣口から８キロほど山に入った柳平地区を開拓す
べく入植します。しかし、標高 1,500 メートルの地での生
活は、想像を絶するものがありました。「必ずしもネオンの
下にばかり幸せはありえない」と本の前書きで述べる若月さ
ん。あらゆる困難にも屈せず「無」から「有」を作り上げた
挑戦の日々は、私たちに勇気を与えてくれます。柳平の開拓
の歴史を知るとともに、「人はこんなにもたくましく生きる
ことができるのだ」ということを気付かせてくれる本です。

みんなで
来てね！

こどもにすすめたい本を展示します

私の

本本
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人　口	 38,808 人	 （－ 29）
　男	 18,646 人	 （－ 21）
　女	 20,162 人	 （－　8）
世帯数	 14,342 世帯		  （＋　7）

世帯と人口
いつでもどこでも
気軽に情報を！
山梨市ホームページ
モバイル版
ＱＲコードはこちら ⇒
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みんなの掲示板
主に市民の皆さんが主催する催し物やグループ活動を紹介しています。

【問い合わせ】総務課広聴広報担当　☎� 1111（内線 225、226）

編集後記

まちのわだい Plus１＋
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編集後記

各種相談

広報やまなし 2008.7-31

�行政相談 (県・市などの仕事についての苦情・要望 )［日時］
７月 18日㈮午後 1:30 ～ 4:00［会場］牧丘支所［相談員］行政
相談員　問総務課行政防災防犯担当☎� 1111(内線 228)

�社会保険相談　［日時］７月 17日㈭午前 9:30 ～午後 4:00
（正午～午後 1:00 は休み )［会場］夢わーく山梨　問甲府社会保
険事務所☎ 055(252)1431 ㈹

�税理士による無料税務相談　［日時］７月 10日㈭午後 1:00 ～
4:00［会場］市役所２階第一会議室　問東京地方税理士会甲府
支部事務局☎ 055(233)1318 ㈹

�子育て相談 (子育て中の悩み、子どもについて気になること。
まずは子育て支援総合コーディネーターに電話で連絡を )［日時・
会場］月～木曜（祝日は除く）午前 9:30 ～午後 4:00　問山梨地
区地域子育て支援センター (山梨児童センター内 )☎� 5661

�家庭児童相談 (育児、しつけ、虐待など児童の養育に関する家
庭問題 )［日時・会場］月・水・金 (市役所 )／火・水・木 (牧
丘支所 )両会場とも午前 9:00 ～午後 5:00　問福祉事務所児童福
祉担当☎� 1111(内線 162)

�教育相談 (しつけ、親子関係、学力、進路、不登校、いじめなど。
面談希望は、事前連絡を )［日時］毎週木曜・午前10:00～午後4:00
［会場・問］♦生涯学習課 (市民会館内 )☎� 9611 ♦牧丘教育
事務所☎� 3111 ♦つつじ幼稚園 (幼児教育相談 )☎� 0244　
※電話相談も可

�結婚相談［日時］７月 19日㈯午後 2:00 ～ 6:00［会場］市民
会館３階控え室　問生涯学習課生涯学習担当 (市民会館内 )
☎� 9611

�パソコン困りごと相談室　［日時］７月５・12・19・26日（土）
［受付］午後 1:00 ～ 3:00［会場］市民会館４階Ｃ会議室　問生
涯学習課生涯学習担当 (市民会館内 )☎�9611※日程変更あり。
事前確認を。

�中・高年齢者職業相談　［日時］月～金曜 (祝日除く )午前 8:30
～午後5:00［会場］夢わーく山梨３階高齢者職業相談室　問夢わー
く山梨☎� 3111

�不動産無料相談 (不動産関係全般 )［日時］７月 22日㈫［受付］
午前 10:00 ～午後 3:00(正午～午後１時は休み )［会場］夢わー
く山梨　問㈳山梨県宅地建物取引業協会 ☎ 055(243)4300

　６月１日、牧丘町成沢地区で土砂災害・
防災避難訓練が行なわれました。
　同地区は、平成18年度に県が実施した土
砂災害の基礎調査において、土石流災害の
警戒地域が広範囲にわたっています。
　このため、地域住民も防災に対する意識
が高く、この日も農作業の手を休めて、多
くの住民が参加。武井正美区長を中心に、
実際の災害を想定した避難訓練が行なわれ
ました（写真は避難後に行なわれた説明会）。

土砂災害危険地域住民が
避難訓練を実施

�最近、食品やガソリンの値上がりが相次いでいます
ね。そこで考えるのが節約です。どこをどう節約する
のかが問題ですが……。簡単なのは水道です。歯磨き
のとき、水を出しっぱなしにしていませんか？お風呂
でのシャワーもそうですね。ガソリン代は、「あっち
のスタンドのほうが安いから」と遠くのスタンドに行
き、逆にガソリンを使っていませんか？まだまだ、い
ろいろな節約術があります。かしこく無駄を省いて、
快適な暮らしをしたいですね！T
�先日、畑の脇の川で子どもが沢ガニを見つけました。
私が子どもの頃は家の周りの川にカニやドジョウがい
て、この時期にはホタルも飛んでいました。ホタルは
清流の象徴。最近、市内でもホタルが舞う川が増えて
きました。万力公園の水路にもホタルが飛び交い、幻
想的な雰囲気を出しています。市内全域でホタルが飛
び交い、カニやドジョウが家の周りでも見れたらいい
なあ。そのためにも、川をきれいにしていきたいと思
います。いずれは、我が家の裏の川にも……。K
�「ゆず」のツアーに本市出身の林由

よしやす

恭氏が参加して
いるため、コンサートに行きました。大きな会場で超
満員の観客を前に伸び伸びと演奏する姿はとてもたく
ましく、長年の友人の成長ぶりに感激。別の日には、
市内在住の大沢聡さんと市出身の小林真人さんが「伊
勢神宮」で奉納演奏。大成功だったようすが地元紙で
伝えられていました。そして、まちの話題でお伝えし
た鈴木徹さんは、パラリンピックでのメダル獲得を目
指して最終調整中。ガンバレ！山梨市の若者たち。E

「全国親の会」
甲府大会
　不登校・ひきこもり・ニート・家庭
内暴力・摂食障害など、子どものこと
で悩んでいる保護者の皆さん、教育関
係者の皆さん、一緒にそれぞれの問題
を考えてみませんか。子どもの問題に
関心がある、これから親になるという
皆さんの参加もお待ちしています。
主　催　ＮＰＯ法人Ｓ

セ ピ イ

ＥＰＹ倶楽部
後　援　山梨県・山梨県教育委員会他
日　時　７月 13日㈰
　　　　午前 10:30 ～午後 4:15
会　場　県立男女共同参画推進セン
ター ぴゅあ総合（甲府市朝気 1-2-2）
内　容　第１部　体験談と質疑応答
第２部　自律訓練法とグループディス
カッション
講　師　金盛浦子さん（東京心理教育
研究所所長・臨床心理士）ほか
定　員　250人（申し込み制）
参加費　無料
申込方法　電話またはファクスで申し
込んでください。

【申込・問い合わせ】　
ＮＰＯ法人Ｓ

セ ピ イ

ＥＰＹ倶楽部　千葉
☎ 03(3942)5006
（火～土、午前 10:30 ～午後 3:00）　
ＦＡＸ 03(5940)4030

文化協会民謡部
発表会出演者募集

　文化協会山梨支部民謡部では、毎
年発表会を開催しています。今年は、
30回記念大会となるため、「一般参加
コーナー」を計画しました。発表会の
ステージであなたの自慢ののどを披露
してみませんか。
日　　時　11月 30日㈰　時間未定
募集内容	 個人・団体いずれでも可
発表内容	 唄（民謡）・踊り・楽器演
奏など
募集締切	 ９月 30日㈫
※詳細は、お問い合わせください。
※指導および伴奏は、希望により民謡
　部で支援します。

【申込・問い合わせ】
山梨市文化協会　山梨支部民謡部　
代表　千葉　☎� 4123

～ひとりで悩まないで～ 海の自然探偵団
参加者募集！
　社団法人山梨青年会議所は、市教育
委員会と共催で青少年育成事業「海の
自然探偵団」を開催します。
日　時　７月 27日㈰～ 28日㈪
　１泊２日（台風などの荒天時は中止）
開催場所　千葉県立鴨川青年の家・鴨
川シーワールド・太海海水浴場
参加対象　市内の小学４・５・６年生
定　員　60人（先着順）
参加費　9,000 円（事前説明会時に徴収）
募集期間　６月29日㈰～７月 13日㈰
申込方法・受付場所
事前に小学校を通じて配布する申込用
紙に必要事項を記入し、市民会館内生
涯学習課窓口へ申し込んでください。
１人２名分までとします。
受付時間　午前９時から午後５時まで
※初日は窓口のみの受付となります。
　午後５時時点での受付状況を山梨青
　年会議所ホームページでお知らせし
　ます。２日目以降は、ファクスでも
　受け付けます。
　URL http://www.yamanashijc.jp
※詳細は、お問い合わせください。

【申込・問い合わせ】
生涯学習課生涯学習担当（市民会館内）
☎� 9611　ＦＡＸ⑳ 1199
「海の自然探偵団」係（月曜定休）

▶山梨市役所水防隊が富士川水防訓練に参加し
ました。（５月24日・南アルプス市河川敷）
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東山聖苑の改修工事に伴うお願い

東山聖苑

　東山聖苑では、待合棟和室の改修工
事を次のとおり行ないます。このため、
待合室の一部において、火葬、通夜、
告別式および初七日での使用ができな
くなります。
　工事期間中は、ご迷惑をおかけしま
すが、ご理解とご協力をお願いします。
工事予定期間　８月１日㈮～ 31日㈰
工事期間中使用ができない施設　
待合室（和室および洋室の一部）

【問い合わせ】
東山梨行政事務組合「東山聖苑」
☎⑳ 8130

農作業の安全について
ーあせらず、急がず、慎重に！ー

農林課

　農繁期を迎え、農業機械による事故
が増えています。農作業の際には次の
点に気をつけてください。
◆作業時はキチンとした服装をする。
◆取扱説明書を理解する。
◆棚・支柱・針金等は、目印で目立た
　せる。
◆できる限り、１人での作業はさける。
　ちょっとの油断が、重大な事故を起
こします。あせらず、急がず、無理を
しないで安全作業に努めてください。

【問い合わせ】
農林課農林担当（牧丘庁舎内）
☎� 3111（内線 122）

Ｂ＆Ｇ海洋センター臨時休業と
海の日無料開放のお知らせ

Ｂ＆Ｇ海洋センター

★臨時休業のお知らせ★　
　施設の清掃および機械点検のため、
７月 17日㈭～ 20日㈰の４日間、プー
ルを臨時休業します。ご迷惑をおかけ
しますが、ご理解ご協力をお願いしま
す（他の施設は営業します）。
★「海の日」を記念して施設を無料開
放します★ 
　「海の日」を記念して、施設の無料
開放を行ないます。この機会にぜひ、
海洋センターをご利用ください。
無料開放日　７月 27日㈰
時　間　午前 9:00 ～午後 5:00

【問い合わせ】
牧丘B&G海洋センター
☎� 4411（月曜休館）

お知らせ

甲府地方法務局登記管轄変更
についてのお知らせ

甲府地方法務局

　笛吹市春日居町の不動産登記事務に
ついては、これまで法務局山梨出張所
で扱ってきましたが、管轄整理により
７月 22日㈫から甲府地方法務局（本
部）登記部門において取り扱うことと
なりました。
　なお、同地域の商業・法人登記事務
については、すでに甲府地方法務局（本
部）登記部門において取り扱っていま
す。
山梨出張所における同業務最終日
　7月 18日㈮午後 5:15 まで
登記部門（本局）における業務開始日
　7月 22日㈫午前 8:30 から
※７月 22日以降の山梨出張所の不動
　産および商業・法人登記管轄
　山梨市・甲州市

【問い合わせ】
甲府地方法務局総務課
☎ 055(252)7151
( 平日　午前 8:30 ～午後 5:15）

「やまなしし出前講座」を
活用してください

総合政策課

　市では、平成 18年度から開設した
「やまなしし出前講座」を、今年度も
新規講座を加えて実施しています。
　昨年度は、「ごみを出さない暮らし
方」「市民のための介護予防講座」な
どの講座を中心に、延べ86回約2,800
人が受講しています。
講座内容　各庁舎・各公民館に掲示お
よびホームページに掲載している「や
まなしし出前講座メニュー」の中から
お選びください。また、メニューにな
い講座についても、実施可能なものは
対応しますので、ご相談ください。
対象者　市内在住・在勤・在学してい
る概ね 10 人以上で構成された団体・
グループ。
開催日時・場所　土・日・平日を問わ
ず午前９時から午後９時までの間で２
時間以内とし、開催場所は市内に限定
します。業務の関係で、実施日時を調
整させていただくことがあります。
事前準備・当日の進行　会場の手配、
参加者への連絡、当日の進行などは申
込団体でお願いします。
申込方法　受講希望日の３週間前まで
に「受講申込書」を山梨庁舎総合政策
課、牧丘・三富各支所の総務担当窓口
までお持ちいただくか、郵送してくだ
さい。

【申込・問い合わせ先】
総合政策課政策推進担当
〒 405-8501（住所不要）
☎� 1111（内線 235）　ＦＡＸ� 2800
E メール
sogoseisaku@city.yamanashi.lg.jp
★社会福祉協議会が実施するメニュー
　については、山梨市社会福祉協議会
　（☎� 8755）に直接申し込んでく
　ださい。

平成 20 年７月 1 日、
最低賃金法が変わります

山梨労働局

　最低賃金の決定基準や罰則の上限
額、派遣労働者への適用関係などにつ
いて大きな改正が行なわれます。
地域別最低賃金　労働者が健康で文化
的な最低限度の生活を営むことができ
るよう、生活保護施策との整合性にも
配慮することとなります。また、不払
いの場合の罰金額の上限が、２万円か
ら 50万円に引き上げられます。
産業別最低賃金　その不払いについて
は、最低賃金法の罰則は適用されなく
なり、労働基準法の賃金の全額払違反
の罰則（罰金の上限額 30万円）が適
用されます。
適用除外規定　障害により著しく労働
能力の低い者などに関する適用除外が
廃止され、最低賃金の減額特例が新設
されます。
派遣労働者の適用　派遣労働者につい
ては、派遣先の地域（産業）の最低賃
金が適用されます。
最低賃金額の表示　時間額、日額、就
学または月額で定めることとされてい
た最低賃金の表示単位が、時間額のみ
となります。

【問い合わせ】
山梨労働局賃金室　
☎ 055(225)2854

◆山梨県の最低賃金◆
時間額 665 円

（平成 19年 10月 28日適用）

◆山梨県の産業別最低賃金◆
電気機械器具、情報通信機械器具、
電子部品・デバイス製造業　
時間額　770 円

（平成 19年 12月６日適用）

自動車・同附属品製造業
時間額　778 円

（平成 19年 12月８日適用）

　　相　談
夏休み子どもの

「きこえ」と「ことば」の相談会

山梨市障害者総合相談センター

相談内容　①お子さんの「きこえ」と
「ことば」に関する悩み相談
②「きこえ」と「ことば」に不安のあ
るお子さんへの関わり方（育児相談）
③聴力測定　④補聴器調整
日　　時　７月 17日㈭～ 20日㈰
　いずれも午前 9：00～午後 5：00
会　　場　県立ろう学校幼児指導室
　（山梨市大野 1009）
対象児童　０歳児から（費用無料）
相談方法　事前に電話かファクスで日
時を予約してください。

【申込・問い合わせ】
きこえとことばの相談支援センター
（県立ろう学校内）　担当：中込
☎� 1378　FAX � 6419
ﾒｰﾙ sodan@rogako.kai.ed.jp
※この相談会は、ろう学校入学とは関
　係ありません。
※電話やメールによる相談も常時受け
　付けています。ただし、この相談期
　間中はご遠慮ください。

　お子さんの見え方について不安を感
じている保護者のみなさん、成人して
から目に障害を持ち悩んでいる人、視
覚に問題がある子どもさんを指導され
ている先生など、目のことで悩みのあ
る人は、気軽にご相談ください。
日　時  ７月５日㈯、8月 24日㈰
　両日とも午前 10:00 ～午後 3:00
会　場　山梨県立盲学校（甲府市下飯田
2-10-2）
＊相談は、本校への就学相談ではあり
　ません。
相談費用　　無料
申込方法　前日までに電話で申し込み
をお願いします。受付時間は、平日午
前 9：00から午後 5：00まで。

【申込・問い合わせ】
山梨県立盲学校視覚障害教育相談・支
援センター　担当：浅川、佐田
☎ 055(226)3361
ＦＡＸ 055(226)3362

夏の Eye 愛ひとみ相談会

県立盲学校

ゴールドラッシュの
　　　夏が来る！！！！！
サマージャンボ宝くじの賞金は、１等・前後賞合わせて３億円！
２等も１億円！！

発売期間　７月 14 日㈪～８月１日㈮
抽せん日　８月 12 日㈫

★この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよいまちづくりに
　使われます。

2008 年
市町村
振興
宝くじ
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国民年金の保険料免除制度をご存じですか？

市民課

種　類 免除内容 説　　　　明

全額免除
保険料の全額
(14,410円 )が
免除

本人と配偶者、世帯主の前年所得を審査します。
全額免除の期間は、保険料を全額納付したときに比べ、
年金額が１／３として計算されます。

一部納付
（一部免

除）

保険料の一部を
納付、残りの
保険料は免除

一部納付は３種類で、それぞれの納付額と年金額は、
次のとおりです。
　　４分の１納付（保険料額　3,600円）→年金額1/2
　　２分の１納付（保険料額　7,210円）→年金額2/3
　　４分の３納付（保険料額10,810円）→年金額5/6
本人と配偶者、世帯主の前年所得を審査します。

（注）一部納付(一部免除)制度は、保険料の一部を納付する
　　ことにより残りの保険料の納付が免除となる制度です。
　　一部保険料を納付しなかった場合は、その期間は未納期
　　間と同じ扱いになります。

若年者
納付猶予

保険料の納付が
猶予（30歳未
満の人に限る）

本人と配偶者のみの前年所得審査で、世帯主の所得審査を
必要としません。

　国民年金には、経済的な理由で保険料を納めることが
困難な場合に、申請により保険料の納付が免除または猶
予される制度があります（学生は対象外です。学生納付
特例制度をご利用ください）。

＊いずれの免除・猶予も年金請求時に受給資格期間として計算されます。
＊免除や猶予を受けた期間は10年以内であれば、後から保険料を納めること（追納）
　ができます。３年目以降は当時の保険料に加算額が上乗せされます。
手続きに必要なもの　
　①年金手帳など基礎年金番号のわかるもの（納付書など）
　②印鑑（本人署名の場合は不要）
　③失業などを理由とするときは、次のいずれかが必要です。
　　雇用保険受給資格者証、雇用保険被保険者離職票、
　　雇用保険被保険者資格喪失確認通知書　など（いずれもコピー可）

【問い合わせ】　
市民課国民年金担当　☎�1111(内線144、145)　
牧丘支所住民生活担当☎�3111（内線142）
三富支所住民生活担当☎�2121（内線317）

～今年度の申請は７月からです。申請手続きを忘れずに !! ～

　　講　座
夏休み親子クリーンエネルギー
工作教室

山梨県企業局

　風や太陽の光を利用した工作と施設
の見学をとおして、クリーンエネル
ギーに対する理解を深めます。
開催期間　８月５日㈫～９日㈯
時　間　午前の部　9:00 ～ 11:30
　　　　午後の部　1:30 ～ 4:00　
工作内容　５日　オルゴール風車
　６日　ペットボトルソーラーカー
　７日　ペットボトル風車
　８日　ペットボトルソーラーカー
　９日　オルゴール風車
会　場　山梨県企業局発電総合制御
所・クリーンエネルギーセンター（甲
斐市竜王新町 2277-3）
対象者　小学３年～６年生と保護者の
２人１組（定員は 20組）
参加費　無料
申込受付　７月 14日㈪午前９時から
電話受付開始（先着順、定員になり次
第受付終了）

【申込・問い合わせ】
山梨県企業局発電総合制御所
☎ 055(278)1211

夏の草原を満喫しませんか
　７月下旬から８月下旬にかけての
毎週末、案内人が無料で乙女高原を
案内します。
　現地でレンゲツツジとマルハナバ

チのワッペン（左）
を付けた案内人に
出会ったら、気軽
に声をかけてくだ
さい。

乙女高原ファンクラブ

夢わーく山梨講座
「コンテナガーデン」

夢わーく山梨

７月の IT 講習会

講座名 対象者 日程 募集締切

EXCEL 初級入門講座 パソコンの基本的な操作ができる人
７月22日㈫～25日㈮
午前9:30～11:30

７月９日㈬

≫≫表計算ソフトEXCEL（エクセル）の機能・操作について学びます。

インターネット初級入門講座 パソコンの基本的な操作ができる人
７月22日㈫～25日㈮
午後7:00～9:00

７月９日㈬

≫≫インターネットの使い方や、便利な活用方法について学びます。

【会場】山梨市情報通信センター　　　　（山梨市役所庁舎となり）

山梨市情報通信センターでは、各種 IT講習会を開催しています。
パソコンにチャレンジしてみたい！もっと使いこなしてみたい！という皆さん、ぜひご活用ください。

申込方法　ハガキまたは電子メールにて「①受講希望講座名　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢　
⑥職業　⑦電話番号　⑧パソコン所有の有無　⑨操作歴」を記入のうえ、申し込んでください。
参加者負担金　3,000 円（講習会受講代として、初回講習時に集金）
※各講座とも 10人程度募集します。応募者多数の場合は抽選、また受講者が少ない場合は
　中止となることがありますので、ご了承ください。
※「山梨申請予約・ポータルサイトやまなしくらしねっと（市ホームページ上にバナーあり）」から
　電子申請を利用して申し込むことができます。（右のQRコードで携帯電話での申し込みも可）

【申込・問い合わせ】〒 405-8501（住所不要）　山梨市役所総合政策課　電算システム担当　
☎� 1111（内線 236、237）　Eメールアドレス　itkosyu@city.yamanashi.lg.jp ＱＲコードで簡単申込！

緑地管理と機器の取り扱い講習会

㈳山梨県シルバー人材センター連合会

　緑地管理に必要な機械器具など (刈
払機、チェーンソー )の安全な取り扱
いの知識を講義と実習で習得します。
日　時　８月 28日㈭～９月４日㈭の
土、日、月を除く５日間　
午前 10:00 ～午後 3:00
会　場　峡東地域
対象者　概ね 60 歳代前半で、雇用・
就業を希望する人　
受講料　無料
定　員　20人
申込締切　8月 15日㈮

【問い合わせ】
東山梨地区広域シルバー人材センター
山梨事務所　☎� 4150

【申し込み】
㈳山梨県シルバー人材センター連合会
☎ 055(228)8383

テーマ　“夏のいろどり……”
　夏の暑い季節が近づいて来ました。
今年のガーデニングは、夏のいろどり
……がテーマ。花を使ってそれぞれの
夏を表現してみませんか。
日　時　７月 19日㈯
午後 1:30 ～（受付 1:00 ～）
会　場　夢わーく山梨（働く婦人の家）
公用車駐車場
参加料　2,000 円（花代・当日徴収）
定　員　30人（先着順）
申込受付　７月７日㈪から電話受付開
始（月～金、午前 8:30 ～午後 5:30）
定員になり次第受付終了
講　師　ガーデン甲斐　鶴田五郎さん

【申込・問い合わせ】
夢わーく山梨（働く婦人の家）　
☎� 3111

夢わーく山梨講座
「涼しげな浴衣美人になりませんか」

夢わーく山梨

　もうすぐ待ち遠しい夏がやってきま
す。着付け教室で浴衣の着付けを学ん
で、花火大会や恒例の“盆踊り”に浴
衣で出かけませんか。
日　時　7月 22日㈫　午後 7:30 ～
会　場  夢わーく山梨（働く婦人の家）
軽運動室
参加料　無料
定　員　10人（先着順）
申込受付　７月７日㈪から電話受付開
始（月～金、午前 8:30 ～午後 5:30）
定員になり次第受付終了
講　師　竹川紀子さん
持ち物　浴衣・半幅帯・腰ひも（２本）・
伊達締め・帯板、コーリングベルト（ある人）

【申込・問い合わせ】
夢わーく山梨（働く婦人の家）　
☎� 3111　
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★母子健康手帳は必ずお持ちください。
★今月の該当以外のお子さんでもまだ受講が済んでいない場合は、出席してください。

　７月の学級・講習会　　　　　　　　 　問保健センター　☎� 1111( 内線 414 ～ 416)

項　目 実施日 受付時間 場　所 該　当　者

母子健康手帳
の交付・
妊婦健康相談

７月 10日㈭

午前 9:00 ～ 11:30

山梨市保健センター 妊娠届を済ませていない妊婦

７月 24日㈭
※牧丘・三富支所でも実施します。事前予約が必要です。
　　　問牧丘支所☎� 3111　三富支所☎� 2121

８月 14日㈭

８月 28日㈭

育児学級 ７月 17日㈭ 午前 9:30 ～ 10:00 山梨市保健センター 20年４月生まれの子と保護者

両親学級③ ７月　３日㈭

午後 1:00 ～ 1:30 牧丘町保健センター

20年９・10月出産予定者
両親学級④ ７月 10日㈭

両親学級① ７月 22日㈫
20年 11・12月出産予定者

両親学級② ７月 29日㈫

～健診・各種教室の日程は、広報４月号に折り込みの年間予定表（カレンダーの裏面）をご覧ください～

成人歯周疾患検診のお知らせ

保健課

保険・健康
第９回やまなしし子ども
フェスティバル

少子対策課　　子ども

　家庭、地域社会が連携して、安心し
て子どもを生み育てる環境づくりを推
進するため、「第９回やまなしし子ど
もフェスティバル」を開催します。
日　時　８月２日㈯
　午前９:30 ～午後２:30
会　場　山梨市民会館
内　容　親子歯科相談・育児相談・ベ
ビーマッサージ・手作りおやつの試食・
おもちゃの「かえっこ」・つみ木遊び・
人形劇・本の読み聞かせ・びゅーちふ
るず＆モンチッチと歌おうコンサー
ト・吹奏楽団によるコンサートなど

【問い合わせ】
少子対策課子育て推進担当　
☎� 1111( 内線 152、153)　

　歯周疾患は、虫歯とともに歯の喪失
原因となる病気です。自分の歯で生涯
健康で快適な生活を送るために、歯周
疾患検診を受けてみませんか。
対　象　だれでも（現在歯を治療して
いる人は治療を優先してください）
内　容　歯科検診と歯科保健指導
負担金　600円
受診方法　市特定健診会場、保健セン
ターおよび各支所で申し込みを受け付
けます。市の委託受診機関での受診と
なりますので、申し込み時に場所を確
認してください。受診は、手続き後２
か月以内にお願いします。

【申込・問い合わせ】
保健課保健指導担当（保健センター内）
☎� 1111（内線 414～ 416）

ジフテリア・破
はしょうふう

傷風二種混合（ＤＴ）
予防接種について

保健課

　市では、ジフテリ
ア、破傷風の病気を
予防するため、小学
校 6年生を対象に「ジ
フテリア・破傷風二
種混合（ＤＴ）」の予防接種を行なっ
ています。
　該当する児童は次の間に生まれた児
童です。保護者あてにすでに通知を発
送しましたが、まだ通知が届いてない
場合は、保健課までお問い合わせくだ
さい。
該当者　平成 8年 4 月 2 日～平成 9
年 4月 1日の間に生まれた子

【問い合わせ】
保健課保健指導担当（保健センター内）
☎� 1111（内線 414）

今年も「びゅーちふるず」がやってくるよ！ 対象者　市税完納者で、山梨市国民健
康保険に加入している 40 歳から 74
歳の人（昭和９年４月２日～昭和 44
年４月１日生まれ）
※「特定健診・特定保健指導」のスター
　トに伴い、今年度から受診対象者は
　「山梨市国民健康保険加入者」のみ
　となります。
募集人数　250人（先着順）
※今回の募集は、６月申込受付終了時
　点で定員に達しなかったための追加
　募集です（年間定員 800人）。
申込期間　７月１日㈫から 11 日㈮
（定員になり次第受付終了）
申込方法　官製はがき、または封書に
右の記入例のように記入し、郵送して
ください（１人につき１枚）。
申込先　〒 405-8501　
山梨市役所　山梨市保健センター行
（人間ドック）
負担金　別表のとおり
委託医療機関　山梨厚生病院、加納岩
総合病院、ＪＡ山梨厚生連（甲府市）、
クアハウス石和（笛吹市）、塩山市民
病院（甲州市）
内　容　①基本健康診査②上部消化管
検査③胸部レントゲン④血液血清学的
検査、⑤大腸検査、⑥超音波検査、⑦

平成 20 年度人間ドック受診者
追加募集のお知らせ

保健課

性別 年齢 検診費用 市負担分 自己負担額

男性
40 ～ 74歳

35,700 円 17,000 円 18,700 円

女性 40,950 円 20,000 円 20,950 円

≪ハガキの裏面≫
①郵便番号
②住所
③申込者氏名（ふりがな）
④生年月日
⑤性別
⑥電話番号
⑦保険証の記号番号
　（20－○○○○ー○○○○）

≪ハガキの表面≫
　　　　　〒 405-8501

　山梨市役所

　山梨市保健センター行

　　（人間ドック）

50

※「○○が痛い」「○○の調子がおかしい」など自覚症状ある
　場合は、人間ドックや健康診査の受診ではなく、お早めに医
　療機関で診療を受けてください（この場合は保険証が使えま
　す）。

生活機能評価（65歳以上）、⑧乳がん
検診（女性のみ、マンモグラフィ検診）
⑨子宮がん検診（女性のみ）
※上記健診内容は全てセットになって
　います。受診を希望しない検診があ
　っても負担金の金額は変わりません
　のでご了承ください。
受診期間　８月１日㈮から平成 21年
２月 28日㈯まで

※受診票などの発送は、７月 18日㈮
　を予定しています。受診方法、受診
　時の注意などを同封しますので、必
　ずお読みください。

【申込・問い合わせ】
〒 405-8501　山梨市役所
保健課保健企画担当（保健センター内）
☎� 1111（内線 412、413）

＜はがきの記入例＞

＜負担金＞

「もしも」のときのためにＡＥＤの使い方を学びませんか
日程　７月 28 日㈪・８月１日㈮・
４日㈪　いずれも午後2:00～ 5:00
会場　 山梨消防署２階講堂
内容　ＡＥＤを用いた心肺蘇生法
（心臓マッサージ・人工呼吸など）
持ち物　筆記用具
※運動ができる服装で参加を。
講習料　無料
定員　20 人（定員を超えた場合は

抽選）
申込方法　ハガキ（封書でも可）に
郵便番号・住所・氏名・生年月日・
電話番号・職業（学年）・講習日程
の希望日（第２希望まで）を記入の
上、７月 18日㈮まで（当日消印有
効）に申し込んでください。
※消防署が実施する救急法の講習会
　を受講したことがある人は、ハガ

　キに「受講あり」と記入してくだ
　さい。

【申込・問い合わせ】
〒 405-8501　（住所不要）
山梨市役所保健課救急法講習会行
☎� 1111（内線 413）
※ＡＥＤ……自動体外式除細動器。心臓疾患
　の一つである心室細動が起こった際、電気
　ショックを与え、心臓の働きを戻すことを
　試みる医療機器。
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☎　市役所� 1111　牧丘庁舎・牧丘支所� 3111　三富庁舎・三富支所� 2121

市外局番は 0553 です
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☎　市役所� 1111　牧丘庁舎・牧丘支所� 3111　三富庁舎・三富支所� 2121

市外局番は 0553 です
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　バイオディーゼルネットワークやまなし主催の「廃食
油回収キャラバン」が開催されます。賛同する団体が県
内各地で廃食油の回収を行ない、廃食油をリサイクルし
て作るバイオディーゼル燃料を使っている車が回収にま
わるというイベントです。
　山梨市では、山梨市消費生活研究会と東山梨地域環境
パートナーシップ会議と市が共催で、廃食油の回収を行
ないます。

日　時　7月 5日㈯　各会場とも午前 10:30 ～ 11:30
会　場　イッツモア山梨店・オギノ山梨店メガネスー
パー東側・ひうが山梨店（全て駐車場になります）
回収する油　家庭で使用済みになった天ぷら油（廃食
油）、賞味期限切れの天ぷら油
回収方法　使用済み天ぷら油は空き容器（ペットボトル
など）に入れて、賞味期限切れの天ぷら油はそのまま
（入っている容器のまま）でお持ちください。

廃食油回収キャラバン　～廃食油の再利用を進めよう～

【お願い】盆踊りの行進が行なわれる午後５時 45 分から６時 30 分までの間、山梨市駅前から市役所までの通りは

　通行止めとなります。市営駐車場および近隣駐車場への出車・入車はできません。ご理解とご協力をお願いします。

　峡東地域の夏の一大イベントとして親しまれている花火
大会を、今年も開催します。
　花火大会が始まる前には、山梨市駅前から市役所まで恒
例の盆踊りの行列が繰り出します。市役所到着後は、庁舎
前庭で輪になっての盆踊り大会。去年は見ていたあなたも
今年は踊りの列に参加しましょう！そして……楽しく踊っ
たあとは、夏の夜空に広がる大輪の花を心ゆくまで眺めま
せんか。

第 51 回笛吹川県下納涼花火大会＆盆踊り大会

【申込・問い合わせ】
山梨市花火大会実行委員会（商工労政課内）☎�3111　(山梨市商工会内)☎�0806

■盆踊り大会　７月26日㈯　午後５時15分予定・JR山梨市駅前夢の実広場出発
■花火打ち上げ開始　７月26日㈯　午後７時30分予定（小雨決行、荒天の場合は27日㈰）
■会場　万力大橋下流笛吹川河畔 ＊＊お祝いの記念花火をあげませんか＊＊

■募集対象者　結婚、銀婚、金婚、出産、還暦祝 (60 歳 )、
古希 (70 歳 )、喜寿 (77 歳 )、傘寿 (80 歳 )、米寿 (88 歳 )、
卒寿 (90 歳 )、白寿 (99 歳 )、成人、新築、入学、
創立記念日、家内安全、祈願、表彰などのお祝い事が
あった個人、グループ、法人または団体など　
■募集金額　一口 10,000 円以上　
■協賛席・記念品　お祝い花火の協賛者招待席券を
発行、記念としてプログラムに祝事内容と名前を掲載　
■申込期限　７月 11日㈮　

　　募　集
「第５回自然と清流・果実の里

やまなし短歌大会」作品募集
生涯学習課

応募締切　９月30日㈫（当日消印有効）
応募規定　１人２首まで（未発表作品）
応募部門　
Ａ．一般の部（高校生以上）
　　テーマ　自由
Ｂ．中学生の部　Ｃ．小学生の部
　　テーマ　やまなしの自然を詠み込
　　んだもの（風景・果物他）
応募方法　所定の応募用紙※に必要事
項を明記して次の住所に郵送するか、
直接窓口へ提出してください。
〒 405-0031　山梨市万力 1830
　山梨市民会館内山梨市教育委員会
　生涯学習課「短歌大会」係
※ 400 字詰原稿用紙も可。原稿用紙
　の右半分に作品、左半分に応募部門、
　氏名（ふりがな）、性別、年齢、郵
　便番号、住所、電話番号、学校名・
　学年を記入してください。
★応募作品の著作権は主催者に帰属し、
　応募作品の返却はしません。
★応募用紙に記入の個人情報のうち、
　氏名、市町村名、学校名・学年を作
　品集に掲載しますので、ご承知くだ
　さい。
各賞　山梨市長賞、山梨市議会議長
賞、山梨市教育長賞、山梨市文化協会
長賞、フルーツ山梨農業協同組合長
賞、山梨市商工会長賞、山梨の文化を
伝える会長賞、三枝浩樹賞、秋山佐和
子賞、入選
★受賞者は生涯学習フェスティバルで
　表彰するほか、会場への展示・広報
　やまなし誌上に作品を掲載します。

【問い合わせ】
生涯学習課生涯学習担当（市民会館内）
☎� 9611

「たのしい　おいしい　学校給食」

試食会参加者募集
学校教育課

　日頃、子どもたちが食べている学校
給食を、昔を思い出しながら試食して
みませんか。
日　時　７月 19日㈯
　午前 11:00 ～午後 1:00
会　場　日川小学校　
対　象　18歳以上の市民
定　員　30人（先着順）
内　容　①学校給食の試食　②教育委
員会で実施している食育や給食の委託
などについて　③給食室の見学　
参加費　290 円（中学校の給食１食
単価、当日集金）

【申込・問い合わせ】
学校教育課学校教育担当　☎� 5355

「ユネスコ国際子どもキャンプ」

参加者募集
山梨市ユネスコ協会

　外国人を交えた宿泊生活で、国際理
解の精神を養い、自然豊かな環境の中
で自然を愛する心を養うことを目的と
した国際子どもキャンプを開催します。
日　程　８月９日㈯～ 10日㈰
開催場所　乙女高原グリーンロッジ
募集定員　40人（小学４年～中学生）
参加費　4,000 円

【問い合わせ】
生涯学習課生涯学習担当（市民会館内）
☎� 9611
※詳細は近日中に学校を通じて配布す
　るチラシをご覧ください。

「わが家の耐震診断」を

してみませんか
都市計画課

　中国で発生した四川大地震では、家
屋が倒壊し多くの被害が出ました。災
害はいつ発生するかわかりません。市
では、次の条件を満たす住宅に対し耐
震診断を実施しています。この機会に、
実施してみませんか。
調査対象住宅
⑴昭和 56 年５月 31 日以前に建てら
　れた住宅
⑵木造在来工法で建てられた住宅　　
⑶２階建て以下で延床面積 300㎡以
　下の住宅（長屋・共同住宅は対象外）
⑷自己が所有し、現在居住している住
　宅（複数の住宅を所有している場合
　は、主に居住している１棟が対象）
⑸併用住宅については、延床面積の過
　半が住宅として使用されている住宅
※既に「わが家の耐震診断」を実施し
　た住宅を除きます。
耐震診断実施費用
　無料（市が負担します）
調査戸数
　35戸（申込多数の場合は、抽選）
申込受付
　７月１日㈫～８月 29日㈮
申込方法
　申請書（提出場所にあります）に必
要事項を記入し、都市計画課または各
支所総務担当へ提出。市のホームペー
ジからダウンロードして利用すること
もできます。
※耐震に関する改修工事費を一部補助
　する「わが家の耐震化」支援事業も
　行なっています。補助対象は、耐震
　診断で総合評点0.7 未満と診断され
　た木造住宅です。詳細については、
　お問い合わせください。

【申込・問い合わせ】 
都市計画課都市整備担当　　　　　
☎� 1111（内線 274）

【問い合わせ】　環境課新エネルギー推進室　☎� 1111（内線 254）
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送迎バスを
　　ご利用ください

行き（発車時間）
　三富庁舎	 8:45
　牧丘庁舎	 9:00
　山梨市民会館	 9:15
　　（見学会　9:30 ～ 11:00）
帰り（到着時間）
　山梨市民会館	 11:10
　牧丘庁舎	 11:25
　三富庁舎	 11:45

バス発着時間

　根津記念館は、10 月オープン
に向けて現在整備中です。駐車ス
ペースがありませんので、送迎バ
スのご利用をお願いします。

オープン前の根津記念館を体験しよう！
　～根津記念館見学会を開催します～

　今年 10月に開館予定の山梨市フィールドミュージアム構想拠点施設「根津記念
館」※をひと足早く見学してみませんか？
開 催 日 　7月 12日㈯・17日㈭・24日㈭
　　　　　8月 10日㈰・20日㈬・28日㈭・30日㈯　　計７回（雨天決行）
集合場所　山梨市民会館・牧丘庁舎・三富庁舎（いずれも正面玄関）
対　　象　市内在住・在勤者
募集人員　1開催あたり 30人（先着順・最少開催人員は 10人）
申込方法　電話、ファクスにて申し込んでください。ファクスの場合は「氏名、住
所、電話番号、年齢、性別、希望日、希望集合場所」を明記してください。

【申込・問い合わせ】　山梨市教育委員会　生涯学習課文化財・根津記念館担当
（市民会館内）　☎� 9611　ＦＡＸ⑳ 1199　　　　　
＊飲み物・雨具などは、各自でご用意ください。

※市に寄附された初代根津嘉一郎翁の実家・根津家の居宅を改修・復元したもの。

　「鉄道王」とも呼ばれた根津翁は、東武鉄道をはじめ、有力事業 200 社あまりを創設・

経　営し、甲州財閥の巨頭であるとともに、わが国の実業界における世界的巨人とたたえ

ら　れました。「社会から得た利益は社会に還元したい」という信念のもと、平等小学校（現

　山梨小学校）の建設や県下の全小学校へ計 200台のピアノ（後に根津ピアノと呼ばれる）

　やミシンを寄贈したことでも知られ、「山梨市　名誉市民」の称号が与えられている。

庭園から眺めた根津記念館の外観

※見学会専用のバスです。見学会実施日
　以外は運行しません。


